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まえがきまえがきまえがきまえがき
『VERITAS Volume Manager™ Reference Guide』 では、 Volume Managerのコマンド、 エラー
メ ッセージ、およびその他のト ピッ クについて説明します。Volume Managerおよび Volume
Manager の使用方法に関する詳細については、 『VERITAS Volume Manager Administrator’s
Guide』 を参照して ください。

対象読者対象読者対象読者対象読者 
本書は、 VERITAS Volume Manager の管理下でシステムのインス トール、 設定、 および管
理を行うシステム管理者を対象と しています。

本書では、 読者が以下の知識と経験を有しているこ とを前提と します。 

◆ UNIXオペレーティング システムに関する実務知識  

◆ システム管理の基本的な理解

◆ ボ リ ューム管理の基本的な理解

本書の構成本書の構成本書の構成本書の構成

本書の構成は以下の通りです。 

◆ 第 1章 - Volume Manager コマンド

◆ 第 2章 - Volume Managerのエラー メ ッセージ

◆ 第 3章 - ディ スク  アレイの概要

◆ 索引
vii



関連マニュアル
関連マニュアル関連マニュアル関連マニュアル関連マニュアル

関連情報については、 次のマニュアルを参照して ください。 

◆ 『VERITAS Volume Manager Installation Guide』

◆ 『VERITAS Volume Manager Release Note』

◆ 『VERITAS Volume Manager Hardware Notes』

◆ 『VERITAS Volume Manager Administrator’s Reference Guide』

◆ 『VERITAS Volume Manager Storage Administrator Administrator’s Guide』

◆ VERITAS Volume Manager マニュアル ページ

表記規則表記規則表記規則表記規則

次の表は、 本書で使用している表記規則を示したものです。

表記表記表記表記 用途用途用途用途 例例例例

courier コンピュータによる出力、ユーザによ
る入力、 コマンド、 ファ イル、および
ディ レク ト リ

$ You have mail.

cat コマンドを実行する と、ファ イルが
表示されます。

$ ls -a

斜体 実際の名前または値を代入する変数 $cat  ファ イル名
viii Reference Guide



Volume Manager コマンドコマンドコマンドコマンド
 1

はじめにはじめにはじめにはじめに

この章では、 一般的に使用される Volume Manager コマンドについて簡単に説明します。
コマンドの詳細については、 該当するマニュアル ページを参照して ください。

この章では、 次の Volume Manager コマンドについて説明します。

◆ vxassist を使用したボ リ ュームの作成と変更

◆ vxmake を使用した Volume Managerオブジェク トの作成

◆ vxvol を使用したボ リ ューム関連タスクの実行

◆ vxplex を使用したプレッ クス関連タスクの実行

◆ vxsd を使用したサブディ スク関連タスクの実行

◆ vxdiskadm を使用したディ スク関連タスクの実行

◆ vxdiskadd を使用したディ スクの追加

◆ vxdisk を使用したディ スク関連タスクの実行

◆ vxdg を使用したディ スク  グループ関連タスクの実行

◆ vxunrelocate を使用した再配置済みサブディ スクの移動

◆ vxedit を使用した Volume Managerオブジェク トの変更

◆ vxmend を使用した問題の修正

◆ vxprint を使用した設定情報の印刷

◆ vxstat を使用したボ リ ューム統計の印刷

◆ vxtrace を使用したボ リ ューム関連タスクの監視

◆ vxdctl を使用した vxconfigdデーモンの管理
1



vxassist を使用したボリ ュームの作成と変更
vxassist を使用したボリュームの作成と変更を使用したボリュームの作成と変更を使用したボリュームの作成と変更を使用したボリュームの作成と変更

vxassist コマンドを使用してボ リ ュームの作成および変更ができます。 vxassistは、
1 つの手順で実行でき る よ う に自動化された、 Volume Manager タス クに対する インタ
フェースです。 ほかの Volume Manager コマンド とは異なり、 vxassist を実行するため
に Volume Managerの概念を完全に理解している必要はあ り ません。 

vxassist は、 複数の Volume Manager コマンドを使用する必要のあるタスクをま とめて
実行します。vxassistでは、ユーザがほかのコマンドを使用して手動で実行しなけらば
ならないさまざまな基本的な関連するタスクを自動的に実行します。 

vxassist は既存の Volume Manager コマンド と競合したり、 それらのコマンドの使用を
妨げるこ とはあ り ません。vxassistによって作成されたオブジェク トは、ほかの Volume
Managerコマンドやインタフェースで作成されたオブジェク ト との互換性および相互操作
性を備えています。 

vxassistでは次の処理を実行します。 

◆ 領域を確保してボ リ ュームを作成する。

◆ 領域を確保して既存ボ リ ュームの ミ ラーを作成する。

◆ 領域を確保して既存ボ リ ュームを拡張する。

◆ 既存ボ リ ュームを縮小して未使用領域を解放する。

◆ 既存ボ リ ュームをオンラインバッ クアップするための機能を提供する。

◆ 新規または既存ボ リ ュームの最大サイズを推定する。

◆ ボ リ ュームのレイアウ ト を変更する。

vxassist の使用方法の詳細については、 vxassist （1M） マニュアル ページを参照し
て ください。

vxassist コマンドの利点コマンドの利点コマンドの利点コマンドの利点

 vxassist を利用する と、 次のよ うな利点があ り ます。 

◆ vxassist を使用する と、ユーザは、1つの手順 （コマンド） を実行するだけで済
みます。 

◆ vxassistには最小限の情報を指定するだけです。 また、 追加パラ メータを指定
して、 コマンドの動作を変更または制御するこ と もできます。 

◆ vxassist タスクを実行する と、 その成否にかかわらず、 一連の設定が （個別で
はな く） グループと してま とめて変更されます。 ほとんどの vxassist タスク
は、 システムのク ラ ッシュやその他の割り込みが発生した場合でも、 処理途中の
状態のまま終了しないよ うに動作します。 vxassist でエラーや例外的な状態を
検出した場合は、 設定を部分的に変更するこ とな く、 終了します。 その場合、 シ
ステムは、 vxassist タスクを試行する前と同じ状態になり ます。 

◆ vxassistは vxrelayoutの実行に必要とな り ます。
2 Reference Guide



vxassist を使用したボ リ ュームの作成と変更
vxassistの動作の動作の動作の動作

vxassist コマンドを使用する と、ボ リ ュームを作成および変更できます。ボ リ ュームの
作成または変更に対する基本的な要件を指定する と、vxassist で必要な処理が実行され
ます。 

vxassistは、必要な情報のほとんどをユーザ入力ではなく ソースから取得します。既存
オブジェク トやそのレイアウ ト に関する情報は、 オブジェク ト自体から取得されます。 

タス クで新しいディ ス ク領域が必要な場合、 vxassist は使用可能なディ ス ク領域を探
し、その領域をレイアウ ト仕様に適合させ、空き領域を最大限に活用できる構成に割り当
てます。 

通常、 vxassist コマンドの書式は次の通りです。

vxassist キーワード volume_name [属性 ...]

キーワードでは実行する タス ク を選択し ます。 vxassist キーワード直後の引数はボ
リ ューム名で、 その後に一連の属性が続きます。 使用可能な vxassist キーワード と属
性の詳細については、 vxassist （1M） マニュアル ページを参照して ください。

vxassistは、設定済みの一連のデフォルト値に基づいてボ リ ュームを作成および操作し
ますが、 各タスクの環境設定を指定するこ と もできます。

vxassistのデフォルト値のデフォルト値のデフォルト値のデフォルト値 
vxassistは、一連の調整可能パラ メータを使用します。これらのパラ メータはデフォル
ト  ファ イルまたはコマンド  ラ インで指定できます。 コマンド  ラ インで一覧表示されない
調整可能パラ メータには、 適切なデフォル ト値が使用されます。 コマンド  ラ インで一覧
表示される調整可能パラ メータ値は、 別の場所で指定されたパラ メータ値を無効にしま
す。 次のよ う な調整可能パラ メータがあ り ます。 

◆ 内部デフォルト－特定の調整可能パラ メータの値がコマンド  ラ インやデフォルト
ファ イルなどで指定されていない場合に使用される、 組み込みのデフォルト値。 

◆ システム全体に影響するデフォルト  ファ イル－このファ イルには、変更可能なデフォ
ルト値が含まれています。 これらの値は、 コマンド  ラ インや代替デフォルト  ファ イ
ルで指定されていない調整可能パラ メータに使用します。 

◆ 代替デフォルト  ファ イル－非標準のデフォルト  ファ イル。 コマンド vxassist -d
alt_defaults_file で指定します。

◆ コマンド  ラ イン－コマンド  ラ インで指定されている調整可能パラ メータの値は、 内
部デフォルト またはデフォルト  ファ イルで指定されている値を無効にします。 
第 1章  Volume Manager コマンド 3



vxassist を使用したボリ ュームの作成と変更
デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト  ファイルファイルファイルファイル
vxassistのデフォルト動作は、/etc/defaultディレク ト リにある vxassist ファ イ
ルで指定されている調整可能パラ メータによって制御されます。 デフォルト  ファ イルに
は、 属性 = 値のペアの一覧が含まれています。 属性 = 値のペアは、 vxassist コマンド
ラインでオプシ ョ ンと して指定する組み合わせと同じです （詳細については、 vxassist
（1M） マニュアル ページを参照）。 

次に vxassistデフォルト  ファ イルの一例を示します。 

#  by default:
#  create unmirrored, unstriped volumes
#  allow allocations to span drives
#  with RAID-5 create a log, with mirroring don’t create a log
#  align allocations on cylinder boundaries

layout=nomirror,nostripe,span,nocontig,raid5log,noregionlog,
diskalign

#  use the fsgen usage type, except when creating RAID-5 volumes
usetype=fsgen

# allow only root access to a volume
  mode=u=rw,g=,o=
  user=root
  group=root

# when mirroring, create two mirrors
  nmirror=2

#  for regular striping, by default create between 2 and 8 stripe
#  columns

max_nstripe=8
min_nstripe=2

#  for RAID-5, by default create between 3 and 8 stripe columns
max_nraid5stripe=8
min_nraid5stripe=3

#  create 1 log copy for both mirroring and RAID-5 volumes, by
default
nregionlog=1
nraid5log=1

#  by default, limit mirroring log lengths to 32Kbytes
max_regionloglen=32k

#  use 64K as the default stripe unit size for regular volumes
stripe_stwid=64k
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vxmake を使用した Volume Managerオブジェク トの作成
#  use 16K as the default stripe unit size for RAID-5 volumes
raid5_stwid=16k

vxmake を使用したを使用したを使用したを使用した Volume Manager オブジェク トの作成オブジェク トの作成オブジェク トの作成オブジェク トの作成 
vxmake コマンドを使用する と、新しいボ リ ューム、 プレッ クス、 またはサブディ スクを
Volume Manager で管理している一連のオブジェク トに追加できます。 vxmake は、 該当
オブジェク トへの新しいレコードを Volume Manager 設定データベースに追加します。 コ
マンド  ラ インまたはデスク リプシ ョ ン ファ イルで指定したパラ メータからレコードを作
成するこ とができます。 

次のよ うにコマンド  ラ インにオペランドを指定できます。 

vxmake -U使用タイプ vol ボ リ ューム名 len=サイズ  plex= プレッ クス名 ,...

各オペランドの説明は次の通りです。

◆ 1番目のオペランド （キーワード） は、 作成するオブジェク トの種類を決定
します。

◆ 2番目のオペランドは、 オブジェク トに指定する名前です。

◆ その他のオペランドは、 オブジェク トの属性を指定します。

コマンド  ラ インでオペランドが 1つも指定されていない場合、作成するレコード
はデスク リプシ ョ ン  ファ イルを使用して指定されます。 

デスク リプシ ョ ン  ファ イルは標準のテキス ト ファ イルで、 vxmake を使用して作
成するオブジェク トの説明を記述します。デスク リプシ ョ ン  ファ イルには複数の
コマンドを記述するこ とが可能で、 編集してタスクの一覧を実行するこ と もでき
ます。 デスク リプシ ョ ン  ファ イルは、 -d ディ スク リプシ ョ ン  ファ イルオプシ ョ
ンでファイル名を指定しない限り、 標準入力から読み取られます。 次にデスク リ
プシ ョ ン ファ イルの一例を示します。

#rectyp #name       #options
sd      disk3-01    disk=disk3 offset=0 len=10000
sd      disk3-02    disk=disk3 offset=25000 len=10480
sd      disk4-01    disk=disk4 offset=0 len=8000
sd      disk4-02    disk=disk4 offset=15000 len=8000
sd      disk4-03    disk=disk4 offset=30000 len=4480
plex    db-01       layout=STRIPE ncolumn=2 stwidth=16k
                    sd=disk3-01:0/0,disk3-02:0/10000,disk4-01:1/0,\

disk4-02:1/8000, disk4-03:1/16000
sd      ramd1-01    disk=ramd1 len=640
                    comment=”Hot spot for dbvol
plex    db-02       sd=ramd1-01:40320
vol     db          usetype=gen plex=db-01,db-02
                    readpol=prefer prefname=db-02
                    comment=”Uses mem1 for hot spot in last 5m
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vxvol を使用したボ リ ューム関連タスクの実行
このデスク リプシ ョ ン ファ イルでは、2つのプレッ クスを含むボ リ ュームが指定されてい
ます。 1番目のプレッ クスには、 物理ディ スク上のサブディ スクが 5つ含まれます。 2番
目のプレッ クスは優先プレッ クスで、 揮発性メモ リ  ディ スク上のサブディ スクが 1 つ含
まれます。

vxmakeの使用方法の詳細については、 vxmake （1M） マニュアル ページを参照して くだ
さい。

vxvol を使用したボリューム関連タスクの実行を使用したボリューム関連タスクの実行を使用したボリューム関連タスクの実行を使用したボリューム関連タスクの実行 
vxvol コマンドは、 Volume Manager タスクをボ リ ューム上で実行します。 vxvol を使用
する と次の処理を実行できます。

◆ ボ リ ュームの初期化

◆ ボ リ ュームの起動

◆ ボ リ ュームの停止 

◆ ボ リ ュームの読み取 り方式の設定

ボ リ ュームを起動する と、カーネルの状態がDISABLEDまたはDETACHEDからENABLED
に変わり ます。ボ リ ュームを停止する と、その状態が ENABLED または DETACHED から
DISABLED に変わり ます （ただし、 ボ リ ュームを停止して役立つケースは多く あ り ませ
ん） 。 ボ リ ューム状態の詳細については、 『VERITAS Volume Manager Administrator’s
Reference Guide』 の 「 リ カバ リ 」 の章を参照してください。

vxvol を使用する と、 次の読み取 り方式のいずれかを指定できます。 

◆ roundは、検出された非連続的な入出力に対して、各プレッ クスを 「ラウンド ロ
ビン」 形式で順に読み取り ます。 連続的にアクセスできるのは、 1 つのプレッ ク
スのみです。 これは、 デバイスまたはコン ト ローラが読み取り前にキャ ッシュす
る方式を利用しています。 

◆ prefer は、 優先プレッ クス と して名前を付けられたプレッ クスから最初に読み
取り ます。 

◆ select は、 ボ リ ュームへのプレッ クス関連付けに基づいてデフォルトの読み取
り方式を選択します。 ボ リ ュームに有効なス ト ラ イプ化プレッ クスが含まれてい
る場合、 select はそのプレッ クスをデフォルトで優先します。 それ以外の場合
は、 ラウンド ロビン形式で読み取り ます。

vxvolの使用方法の詳細については、vxvol（1M）マニュアル ページを参照してく ださい。 
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vxplex を使用したプレッ クス関連タスクの実行
vxplex を使用したプレックス関連タスクの実行を使用したプレックス関連タスクの実行を使用したプレックス関連タスクの実行を使用したプレックス関連タスクの実行 
vxplex コマンドは、 Volume Manager タスクをプレッ クス上またはボ リ ュームとプレッ
ク スの組み合わせ上で実行します。 1 番目のオペランドは、 実行するタス クを指定する
キーワードです。 その他のオペランドは、 タスクを適用するオブジェク ト を指定します。 

vxplex コマンドを使用する と、 次の処理を実行できます。 

◆ プレッ クスおよびボ リ ュームを接続する、 または切り離す。 切り離されたプレッ
クスは、 ボ リ ュームへの入出力操作では使用されませんが、 ボ リ ュームへの関連
付けは維持されます。 切り離されたプレッ クスは、 ボ リ ュームを次に起動する と
再接続されます。 

◆ ボ リ ュームへのプレッ クスの関連付けを解除する。 関連付けが解除される と、 プ
レッ クス とボ リ ュームとの関係は失われます。 これによ り、 プレッ クスをほかの
用途で使用できるよ うにな り、 別のボ リ ュームへの関連付けも可能にな り ます。
この処理は、 バッ クアップ時に利用する と便利です。 

◆ 指定したボ リ ュームの内容を1つ以上の名前付きのプレッ クスにコピーする。この
処理を実行する と、 事前にボ リ ュームを ミ ラーしな くても、 バッ クアップの目的
でボ リ ュームをコピーできます。

◆ あるプレッ クスの内容を新規プレッ クスに移動する。 この処理は、 あるディ スク
上のプレッ クスを別の位置に移動する場合に役立ちます。 

vxplexの使用方法の詳細については、 vxplex （1M） マニュアル ページを参照して くだ
さい。

vxsd を使用したサブディスク関連タスクの実行を使用したサブディスク関連タスクの実行を使用したサブディスク関連タスクの実行を使用したサブディスク関連タスクの実行 
vxsd は、 Volume Manager タスクをサブディ スク上で実行します。 vxsd は、 サブディ ス
ク と ミ ラーの関連付けを管理します。 vxsd を使用する と次の処理を実行できます。

◆ サブディ スク と ミ ラーを関連付ける、 またはその関連付けを解除する。

◆ サブディ スクの内容を別のサブディ スクに移動する。

◆ 1つのサブディ スクを 2つのサブディ スクに分割する。両サブディ スクで元のディ
スク と同じ領域を使用します。

◆ 2つの隣接するサブディ スクを 1つに結合する。 

vxsdの使用方法の詳細については、vxsd （1M） マニュアル ページを参照して ください。 
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vxdiskadm を使用したディ スク関連タスクの実行
vxdiskadm を使用したディスク関連タスクの実行を使用したディスク関連タスクの実行を使用したディスク関連タスクの実行を使用したディスク関連タスクの実行

vxdiskadm は Volume Manager Support Operations メニュー インタフェースです。 このコ
マンドは、 ディ スク操作用のメニューを提供します。 メ イン  メニューの各項目を使用す
る と、表示される情報やプロンプ トに従って、特定の処理を実行するこ とができます。多
くの質問にデフォル ト の回答が用意されているので、 標準設定を容易に選択できます。
vxdiskadm の使用方法については、 vxdiskadm （1M） マニュアル ページを参照して く
ださい。

vxdiskadd を使用したディスクの追加を使用したディスクの追加を使用したディスクの追加を使用したディスクの追加

vxdiskadd コマンドは、 Volume Manager に標準ディ スクを追加します。 vxdiskadd を
使用する と、 表示される情報やプロンプ トに従って、 新しいディ スクを初期化できます。
vxdiskaddの使用方法については、 vxdiskadd （1M） マニュアル ページを参照して く
ださい。

vxdisk を使用したディスク関連タスクの実行を使用したディスク関連タスクの実行を使用したディスク関連タスクの実行を使用したディスク関連タスクの実行

vxdisk コマンド は、 Volume Manager タスクを VxVM®管理下のディ スク上で実行します。
vxdisk は、 特殊なディ スク  デバイスの定義、 Volume Manager がディ スクを識別および
管理するためにディ スク上に保存している情報の初期化、およびその他の特殊な操作を実
行します。 vxdiskの使用方法については、 vxdisk （1M） マニュアル ページを参照して
ください。 

vxdg を使用したディスクを使用したディスクを使用したディスクを使用したディスク  グループ関連タスクの実行グループ関連タスクの実行グループ関連タスクの実行グループ関連タスクの実行

vxdg コマンドは、Volume Manager タスクをディ スク  グループ上で実行します。vxdgは、
ディ スク  グループ上の操作に使用します。 vxdg によって、 新しいディ スク  グループの
作成および既存のディ ス ク  グループの管理を行います。 vxdg の使用方法については、
vxdg （1M） マニュアル ページを参照して ください。 

vxunrelocate を使用した再配置済みサブディスクの移動を使用した再配置済みサブディスクの移動を使用した再配置済みサブディスクの移動を使用した再配置済みサブディスクの移動

vxunrelocate コマンドは、 ホッ ト リ ロケーシ ョ ン機能によって再配置されたサブディ
スクを元のディ スクに戻します。 このコマンドによ り、ディ スク障害発生前のシステム構
成にリ ス ト アするこ とができます。vxunrelocateの使用方法については、unrelocate
（1M） マニュアル ページを参照して ください。
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vxedit を使用した Volume Managerオブジェク トの変更
vxedit を使用したを使用したを使用したを使用した Volume Manager オブジェク トの変更オブジェク トの変更オブジェク トの変更オブジェク トの変更

vxedit コマン ドは、 Volume Manager の設定レコードの属性を設定および変更します。
vxeditには次の 2つの機能があ り ます。 

◆ Volume Managerのオブジェク ト を削除、 またはオブジェク ト名を変更できます。 

◆ ボ リ ューム管理データベースの特定のレコードを修正できます。 ただし、 ボ リ ューム
の使用タイプに依存しないフ ィールドのみ修正可能です。 

別のオブジェク ト と関連付けられている Volume Manager オブジェク ト を vxedit で削除
するこ と はできません。これは、vxeditではプレッ クスに関連付けられているサブディ ス
クまたはボリ ュームに関連付けられているプレッ クスを削除できないこと を意味します。 

vxeditの削除オプシ ョ ンに再帰サブオプシ ョ ン （-r） を使用する と、指定したオブジェ
ク トの下位のオブジェク トがすべて削除されます。 この場合、 vxedit コマンドを 1回実
行するだけで、プレッ クス とそれに関連付けられたサブディ スク、またはボ リ ュームとそ
れに関連付けられたプレッ クスおよび関連のサブディ スクを削除できます。 

vxeditの使用方法の詳細については、 vxedit （1M） マニュアル ページを参照して くだ
さい。

vxmend を使用した問題の修正を使用した問題の修正を使用した問題の修正を使用した問題の修正 
vxmend コマンドは、 Volume Manager の使用タイプに固有のタスクを、 ボ リ ューム、 プ
レッ クス、およびサブディ スク上で実行します。 これらのタスクによって、設定レコード
における簡単な問題が修正されます （ユーティ リ テ ィ  フ ィールドの消去、 ボ リ ュームま
たはプレッ クスの状態の変更、ボ リ ュームまたはプレッ クスのオフライン化またはオンラ
イン化など）。

vxmendは、主に、偶然発生した状態を回避するために使用します。 オフライン機能およ
びオンライン機能はディ スクに関連したコマンド と一緒に実行できます。 

vxmendの使用方法の詳細については、 vxmend （1M） マニュアル ページを参照して くだ
さい。

vxprint を使用した設定情報の印刷を使用した設定情報の印刷を使用した設定情報の印刷を使用した設定情報の印刷 
vxprintコマンド は、Volume Manager設定データベースのレコードから情報を表示します。
このコマンドを使用する と、 任意またはすべての Volume Manager オブジェク トの一部ま
たは全体を表示できます。 表示形式を階層構造にする と、 Volume Manager オブジェク ト
間の関係をわか りやすく表示できます。 awk、 sed、 または grep などの UNIX システム
ユーティ リ ティでも、 vxprintの出力を利用できます。 

vxprint の使用方法の詳細については、 vxprint （1M） マニュアル ページを参照して
ください。
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vxstat を使用したボ リ ューム統計の印刷
vxstat を使用したボリューム統計の印刷を使用したボリューム統計の印刷を使用したボリューム統計の印刷を使用したボリューム統計の印刷 
vxstat コマンドは、 Volume Manager オブジェク トおよびその管理下にあるブロ ッ ク  デ
バイスに関する統計を印刷します。 vxstat は、 Volume Manager オブジェク トの統計要
約を読み取り、標準出力に出力します。 これらの統計には、 システムを初めて起動したと
き、または統計を最後に消去したと き以降の Volume Managerの動作が含まれます。Volume
Manager オブジェ ク ト名が指定されていない場合は、 設定データベース内のすべてのボ
リ ュームから統計が報告されます。 

vxstatの使用方法の詳細については、 vxstat （1M） マニュアル ページを参照して くだ
さい。 

vxtrace を使用したボリューム関連タスクの監視を使用したボリューム関連タスクの監視を使用したボリューム関連タスクの監視を使用したボリューム関連タスクの監視 
vxtrace コマンドは、カーネル I/Oエラーまたは I/O エラーの監視イベン ト  レコードを、
標準出力に印刷するかバイナ リ形式のファイルに書き込みます。ファ イルに書き込まれた
バイナ リ監視レコードは、 vxtrace を使用して読み取った り、 書式を設定するこ と もで
きます。

オペランドを指定しないと、全仮想ディ スク  デバイス上のすべてのエラー監視データか、
すべての入出力監視データのいずれかが報告されます。エラー監視データについては、蓄
積されたすべてのエラー監視データを選択するか、新規データの報告を待つか、 またはそ
の両方 （デフォルト ） を選択できます。 選択項目は、 特定のディ ス ク  グループ、 特定の
Volume Manager のカーネル入出力オブジェク ト  タイプ、 特定の名前付きオブジェク ト ま
たはデバイスに限定するこ とができます。

vxtrace の使用方法の詳細については、 vxtrace （1M） マニュアル ページを参照して
ください。  

vxdctl を使用したを使用したを使用したを使用した vxconfigdデーモンの管理デーモンの管理デーモンの管理デーモンの管理

ボ リ ューム設定デーモン （vxconfigd） は、 Volume Manager コマンド とカーネル デバイ
ス  ド ラ イバ間のインタフェースです。vxdctl コマンドは、vxconfigdへのインタフェー
スです。

vxdctlは次の目的で使用されます。 

◆ vxconfigdデーモンの状態に関連するタスクを実行する。 

◆ 起動情報および Volume Managerのルート設定の初期化を管理する。

◆ ルート設定データベースを含むディ スクの一覧を記載した volboot ファ イルの
内容を操作する （通常、 Volume Managerでシステム上のすべてのディ スクが自動
的に検出されるため、 この操作は必要あ り ません）。 
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vxdctl を使用した vxconfigdデーモンの管理
◆ DMPデータベース （システム上で使用している場合） を再設定し、 システムに接
続された新規ディ スク  デバイスや、システムから削除されたディ スク  デバイスを
反映する。

◆ DMPデバイス  ノード （システム上で使用している場合） をデバイス  ディ レク ト
リ /dev/vx/dmpおよび /dev/vx/rdmpに作成する。

◆ アクティブ/パッシブ タイプのディ スク  アレイのDMPデータベースにパスの種類
変更を反映する。パスの種類は、ディ スク  アレイのメーカーが提供するユーティ
リ ティ を使用して、 プライマ リ  パスからセカンダ リ  パス、 またはセカンダ リ  パ
スからプライマ リ  パスに変更できます。

configデバイス とは Volume Managerで作成される特殊なデバイス  ファ イルで、vxdctl
と相互に作用してシステム設定を変更します。いくつかの vxdctl タスクでは、ルート設
定のコピーの場所を示す volboot ファ イルが変更されます。 

vxdctlの使用方法の詳細については、 vxdctl （1M） マニュアル ページを参照して くだ
さい。
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vxdctl を使用した vxconfigdデーモンの管理
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Volume Managerのエラーのエラーのエラーのエラー メ ッセージメ ッセージメ ッセージメ ッセージ
 2

はじめにはじめにはじめにはじめに

この章では、 Volume Manager設定デーモン （vxconfigd）、 カーネル、 その他のユーティ リ ティに関
連するエラー メ ッセージについて説明します。 vxconfigd およびカーネル ド ラ イバによ り （コン
ソール上に） 表示される通知メ ッセージ、障害メ ッセージ、およびエラー メ ッセージのほとんどが含
まれます。 発生する頻度が低く、 ト ラブルシューティングが困難なエラーもいくつか紹介します。 

注注注注 本書で説明するエラー メ ッセージの中には、お使いのシステムに当てはまらないものがあり ます。

「説明」 では、 メ ッセージが表示される原因と考えられる状況または問題点を詳し く説明します。 「対
処法」 では、 リ カバ リが可能な場合に、 問題点を究明し修正するための手順を説明しています。 

この章では、 次の ト ピッ クについて説明します。

◆ エラー メ ッセージの記録

◆ Volume Manager設定デーモンのエラー メ ッセージ

◆ vxconfigdの用法メ ッセージ

◆ vxconfigdのエラー メ ッセージ

◆ vxconfigdの致命的なエラー メ ッセージ

◆ vxconfigdの通知メ ッセージ

◆ vxconfigdの警告メ ッセージ

◆ DMPのエラー メ ッセージ

◆ ク ラスタのエラー メ ッセージ

◆ カーネルのエラー メ ッセージ

◆ カーネルの通知メ ッセージ

◆ カーネルの警告メ ッセージ

◆ カーネルのパニッ ク  メ ッセージ
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エラー メ ッセージの記録
エラーエラーエラーエラー メ ッセージの記録メ ッセージの記録メ ッセージの記録メ ッセージの記録

Volume Managerには、 コンソールへの出力をファイルに記録するオプシ ョ ンが用意されています。 こ
の機能は、システム  ク ラ ッシュ直前の出力メ ッセージをログ ファ イルで参照できるため便利です （ク
ラ ッシュによ り フ ァ イル システムが破損していない場合） 。 この機能のオン / オフの切り替えは、
vxconfigd で制御し ます。 この機能が有効な場合、 ログ フ ァ イルのデフォル ト の保存場所は、
/var/vxvm/vxconfigd.log です。 

vxconfigdは、標準コンソール メ ッ セージをすべて記録する syslog()の使用もサポート しています。
この機能が有効になっている場合、 すべてのコンソール出力は、 syslog() インタフェースを介して
出力されます。 

syslog() およびログ ファ イル記録を併用する と、 syslogd を使用した分散型の記録と、 専用ログ
ファ イルへの信頼性の高い記録の両方を得るこ とができます。 

 コンソール出力のファイルへの記録を有効にするには、次のよ うにvxconfigdを呼び出すか、Volume
Manager起動スク リプ ト を編集します （後述の説明を参照）。

vxconfigd -x log

コンソール出力の syslog() への記録を有効にするには、 次のよ うに vxconfigd を呼び出すか、
Volume Manager起動スク リプ ト （後述の説明を参照） を編集します。

vxconfigd -x syslog

ログ ファ イルへの記録 /syslog() への記録を有効にする場合、 /etc/init.d の下にある vxvm-
sysboot起動スク リプ トの以下の部分を編集するこ と もできます。

# comment-out or uncomment any of the following lines to enable or
# disable the corresponding feature in vxconfigd.

#opts=”$opts -x syslog”                 # use syslog for console 
messages

#opts=”$opts -x log”                    # messages to 
/var/vxvm/vxconfigd.log

#opts=”$opts -x logfile=/foo/bar”       # specify an alternate log 
file

#opts=”$opts -x timestamp”              # timestamp console messages

# to turn on debugging console output, uncomment the following line.
# The debug level can be set higher for more output.The highest
# debug level is 9.

#debug=1                                # enable debugging console output

起動時に有効にする機能に対応する行のコ メン ト記号 （#） を削除します。 たとえば、 ファ イル記録を
自動的に実行するよ うに vxconfigd を設定するには、 opts=”$opts -x log”文字カラムのコ メン
ト記号を削除して ください。
14 Reference Guide



Volume Manager設定デーモンのエラー メ ッセージ
vxconfigd で使用できる記録オプシ ョ ンの詳細については、 vxconfigd （1M） マニュアル ページ
を参照して ください。

Volume Manager設定デーモンのエラー設定デーモンのエラー設定デーモンのエラー設定デーモンのエラー メ ッセージメ ッセージメ ッセージメ ッセージ

Volume Managerは障害に対する耐性があるため、多くの問題がシステム管理者の介在を必要とせずに
解決されます。 Volume Manager 設定デーモン （vxconfigd） で何らかの処理が必要である と認識さ
れる と、必要な ト ランザクシ ョ ンがキューに追加されます。 Volume Managerでは、 システム構成の設
定変更ト ランザクシ ョ ンを完了させるか、 または ト ランザクシ ョ ンがまったく実行されなかったよ う
に処理を繰 り返します。 vxconfigd でシステムの問題を認識および修正できない場合は、 システム
管理者が問題を解決する必要があ り ます。 

Volume Manager設定デーモンに関するエラー メ ッセージを以下の節で説明します。

vxconfigdの用法メ ッセージの用法メ ッセージの用法メ ッセージの用法メ ッセージ

vxconfigdの使用方法に関する メ ッセージを説明します。

Usage: vxconfigd - long 

Usage:vxconfigd [-dkf] [-r reset] [-m mode] [-x level]

認識されたオプション : 
-d set initial mode to disabled for transactions
-k kill the existing configuration daemon process
-f operate in foreground; default is to operate in background
-r reset reset kernel state; requires ’reset’ option argument
-m mode set vold’s operating mode 

modes:disable, enable, bootload, bootstart
-x debug set debugging level to <debug>, 0 turns off debugging
-R file set filename for client request rendezvous
-D file set filename for client diag request rendezvous

❖ 説明

vxconfigdの完全な使用方法を示すメ ッセージです。 vxconfigd help コマンドを入力する と
表示されます。
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vxconfigdの用法メ ッセージ
Usage:vxconfigd - short

Usage:vxconfigd [-dkf] [-r reset] [-m mode] [-x level]
詳細なヘルプを表示するには、vxconfigd helpを使用してください。

❖ 説明

標準的な vxconfigd の使用方法に関するエラー メ ッセージです。 このメ ッセージは、 いくつか
のオプシ ョ ンの指定が不正であるこ とを示しています。

❖ 対処法

vxconfigdの使用方法のヘルプを参照する場合は、vxconfigdhelp コマンドを使用して くださ
い。

詳細については、 vxconfigd （1M） マニュアル ページを参照して ください。

-r の後には必ず ’reset’ が続きます。

-r の後には必ず ’reset’ が続きます。

❖ 説明

使用方法に誤りがあ り ます。 -r オプシ ョ ンには reset というオプシ ョ ンの引数を指定する必要
があ り ます。

❖ 対処法

-rオプシ ョ ンの使用をやめるか、 またはオプシ ョ ンの引数 reset を指定します。

-x argument:デバッグ文字列が無効です。

-x argument:デバッグ文字列が無効です。

❖ 説明

-xオプシ ョ ンの引数に認識できない文字列が指定されています。

❖ 対処法

vxconfigd （1M） マニュアル ページを参照して、 有効な -x オプシ ョ ンの引数を指定します。
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vxconfigdのエラー メ ッセージ
-x devprefix=デバイス接頭辞 :プレックスが長すぎます。

-x devprefix=デバイス接頭辞 :プレックスが長すぎます。

❖ 説明

ディレク ト リ /dev/dskおよび /dev/rdskのパスの接頭辞を定義するために、-x devprefix=
デバイス接頭辞オプシ ョ ンが使用されていますが、 その接頭辞が長すぎます。

❖ 対処法

短い接頭辞を使用します。

vxconfigdのエラーのエラーのエラーのエラー メ ッセージメ ッセージメ ッセージメ ッセージ

vxconfigdに関する一般的なエラー メ ッセージを説明します。

シグナル名 [core dumped]

vxvm:vxconfigd:エラー : シグナル名 [ - core dumped ]

❖ 説明

vxconfigd デーモンの起動中に不明なシグナルが検出されました。 シグナル名は、 特定のシグ
ナルを示します。このシグナルが原因で vxconfigd プロセスがコアダンプを生成した場合、メ ッ
セージに表示されます。 このエラーは、 vxconfigdの不具合が原因と考えられます （特にシグナ
ル名が 「Segmentation fault」 の場合） 。 また、 ユーザが kill ユーティ リ ティを使用して
vxconfigdにシグナルを送信した場合にも、 このエラーが発生します。

❖ 対処法

カスタマ サポートにお問い合わせください。

認識できない操作モードです。

vxvm:vxconfigd:エラー : モード名 :認識できない操作モードです。

❖ 説明

-mオプシ ョ ンの引数に無効な文字列が指定されています。有効な文字列は、enable、disable、
および bootです。

❖ 対処法

正しいオプシ ョ ン引数を指定します。
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vxconfigdのエラー メ ッセージ
vxconfigdは RAID-5ボリュームを起動できません。

vxvm:vxconfigd:エラー : ボ リ ューム名 :vxconfigdは RAID-5ボリュームを起動できません。

❖ 説明

システムのブート時に、 vxconfigdでただちに起動する必要があるボ リ ューム （/usr ファ イル
システム用のボ リ ューム） が RAID-5 のレイアウ ト になっています。 /usr ファ イル システムを
RAID-5 ボ リ ューム上で定義するこ とはできません。

❖ 対処法

ネッ ト ワークにマウン ト されたルート  ファ イル システム （または CD-ROM）から Volume Manager
をブート します。次に、/usr ファ イル システムを再設定して RAID-5 ボ リ ュームでない通常のボ
リ ューム上で定義します。

Cannot get all disk groups from the kernel

vxvm:vxconfigd:エラー :Cannot get all disk groups from the kernel: 原因

❖ 説明

Volume Manager の内部エラーです。 このエラー メ ッセージは、 Volume Manager に不具合がある
場合に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

Cannot get all disks from the kernel

vxvm:vxconfigd:エラー :Cannot get all disks from the kernel: 原因

❖ 説明

Volume Manager の内部エラーです。 このエラー メ ッセージは、 Volume Manager に不具合がある
場合に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。
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vxconfigdのエラー メ ッセージ
Cannot get kernel transaction state

vxvm:vxconfigd:エラー :Cannot get kernel transaction state: 原因

❖ 説明

Volume Manager の内部エラーです。 このエラー メ ッセージは、 Volume Manager に不具合がある
場合に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

Cannot get private storage from kernel

vxvm:vxconfigd:エラー :Cannot get private storage from kernel: 原因

❖ 説明

Volume Manager の内部エラーです。 このエラー メ ッセージは、 Volume Manager に不具合がある
場合に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

Cannot get private storage size from kernel

vxvm:vxconfigd:エラー :Cannot get private storage size from kernel: 原因

❖ 説明

Volume Manager の内部エラーです。 このエラー メ ッセージは、 Volume Manager に不具合がある
場合に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。
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vxconfigdのエラー メ ッセージ
レコードをカーネルから取得できません

vxvm:vxconfigd:エラー :レコード レコード名をカーネルから取得できません : 原因

❖ 説明

Volume Manager の内部エラーです。 このエラー メ ッセージは、 Volume Manager に不具合がある
場合に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

既存のデーモンを強制終了できません。pid=プロセス -ID

vxvm:vxconfigd:エラー :既存のデーモンを強制終了できません。pid= プロセス ID

❖ 説明

既存の vxconfigd プロセスを強制終了させる -k オプシ ョ ンが指定されていますが、実行中の設
定デーモン  プロセスを終了させられません。 この場合に問題となる設定デーモン  プロセスは、
/dev/vx/configデバイスを開いているプロセスです（一度にこのデバイスを開く こ とができる
プロセスは 1つのみです）。 既に実行中の設定デーモン  プロセスがある場合は、 -k オプシ ョ ンを
指定する と SIGKILL シグナルがそのプロセスに送られます。一定の時間が過ぎても設定デーモン
プロセスが実行中の場合、 上のエラー メ ッセージが表示されます。

❖ 対処法

このエラーの原因と して、 設定デーモン プロセスを停止できないよ う にしているカーネル エ
ラー、 その他の種類のカーネル エラー、 または SIGKILL シグナルの後でほかのユーザが別の設
定デーモン  プロセスを起動したこ となどが考えられます。最後の原因については、 vxconfigd -
k をも う一度実行して確認するこ とができます。再度このエラー メ ッセージが表示された場合は、
カスタマ サポートにお問い合わせください。

Cannot make directory

vxvm:vxconfigd:エラー :Cannot make directory ディ レク ト リパス : 原因

❖ 説明

vxconfigdが予定されているディ レク ト リの作成に失敗しました。 この場合、 vxconfigd で作
成するディ レク ト リは、/dev/vx/dsk、/dev/vx/rdsk、および /var/vxvm/tempdbです。 ま
た、 各ディ スク  グループには、 /dev/vx/dsk/ディ スク  グループおよび /dev/vx/rdsk/ディ
スク  グループ ディ レク ト リが作成されます。 原因には、 このエラーに関連するシステム  エラー
が示されます。 原因に 「No such file or directory （ファ イルまたはディ レク ト リが存在
しません）」 と表示される場合、 /var/vxvm などの接頭辞ディ レク ト リのいずれか 1つが存在し
ないこ とを示しています。
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vxconfigdのエラー メ ッセージ
この種類のエラーが表示される場合、 通常、 Volume Manager パッケージが正し く インス トールさ
れていません。また、代替ファ イルまたは代替ディ レク ト リの位置を -xオプシ ョ ンを使用してコ
マンド  ラ インで指定した場合にも、 このよ うなエラーが発生するこ とがあ り ます。 VXVM_ROOT_
DIR 環境変数によって、 var/vxvm サブディレク ト リ を持たないディ レク ト リに再配置される場
合があ り ます。

❖ 対処法

ディレク ト リ を手作業で作成してから vxdctl enable コマンドを発行します。 Volume Manager
パッケージのインス トールが正し く行われていないこ とがエラーの原因である場合は、 パッケー
ジを再び追加してみてください。

ファイル /etc/vfstab を開けません

vxvm:vxconfigd:エラー :ファイル /etc/vfstab を開けません : 原因

❖ 説明

メ ッセージに示されている原因によ り、 vxconfigd で /etc/vfstab ファ イルを開く こ とがで
きませんでした。 /etc/vfstab ファ イルでは、 /usr ファ イル システムに使用するボ リ ューム
（存在する場合） を指定します。 /etc/vfstab ファ イルを開く こ とができない場合、上のエラー
メ ッセージが表示され、 vxconfigdが終了します。

❖ 対処法

このメ ッセージが表示された場合、ルート  ファ イル システムを使用するこ とができません。ルー
ト  ファ イル システムを修復するには、ネッ ト ワークまたは CD-ROM のルート  ファ イル システム
からブート した後で、 ルート  ファ イル システムをマウン ト します。 ルート  ファ イル システムが
ボ リ ューム上で定義されている場合は、 『Administrator’s Guide』 の 「 リ カバ リ 」 の章で説明されて
いる、 障害の発生したルート  ファ イル システムのリ カバ リ方法を参照して ください。

Cannot recover operation in progress 

vxvm:vxconfigd:エラー :Cannot recover operation in progress Failed to get 
group グループ from the kernel: エラー

❖ 説明

Volume Manager の内部エラーです。 このエラー メ ッセージは、 Volume Manager に不具合がある
場合に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。
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vxconfigdのエラー メ ッセージ
VxVMカーネルをリセットできません :

vxvm:vxconfigd:エラー :VxVMカーネルをリセットできません : 原因

❖ 説明

vxconfigdに -r reset オプシ ョ ンが指定されていますが、 VxVM カーネル ド ラ イバを リセッ
トできません。 最も多い原因は、 「A virtual disk device is open （仮想ディ スクデバイ
スが開いています）」 です。 このエラーが表示される場合、 VxVM監視デバイスまたはボ リ ューム
デバイスが開いています。

❖ 対処法

何らかの理由によ り カーネル デバイスを リセッ トする場合は、ボ リ ュームまたは VxVM監視デバ
イスを開いているすべてのプロセスを把握して停止する必要があ り ます。 また、 ファ イル システ
ムと してマウン ト されているボ リ ュームがある場合、 マウン ト を解除して ください。

「A virtual disk device is open」 以外の原因でこのエラーが発生した場合は、 通常、 オ
ペレーティング システムまたは Volume Managerに不具合がある と考えられます。

ボリュームを起動できません。有効で完全なプレックスがありません。

vxvm:vxconfigd:エラー : ボ リ ューム ボリュームを起動できません。有効で完全なプレックスが
ありません。

❖ 説明

有効なプレッ クスが含まれていないため、ルート  ファ イル システムまたは /usr ファ イル システ
ムのボ リ ュームを起動できません。このエラーは、たとえば、ディ スク障害によ りすべてのプレッ
クスが使用できな くなった場合に発生します。 また、 強制的にサブディ スクの関連付けを解除し
た り、 プレッ クスを切り離した り、 プレッ クスの関連付けを解除した り、 プレッ クスをオフライ
ンにするなど、 ユーザの操作によってすべてのプレッ クスが使用できなくなった場合にも、 この
エラーが発生します。

❖ 対処法

ド ラ イブ起動できなかったこ とが原因で、 このエラーが発生する場合もあ り ます。 この場合は、
システムを リブートする と問題が解決するこ とがあ り ます。 リブート しても問題が解決されない
場合は、ルート  ファ イル システムまたは /usr ファ イル システムを リ ス ト アするか、システムを
インス トールし直して ください。ルート  ファ イル システムまたは /usr ファ イル システムを リ ス
ト アするには、有効なバッ クアップが必要です。ルート  ファ イル システムまたは /usr ファ イル
システムのボ リ ュームに関する問題を解決する方法については、 『Administrator’s Guide』 の 「 リ カ
バ リ 」 の章を参照してください。
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vxconfigdのエラー メ ッセージ
ボリュームを起動できません。有効なプレックスがありません。

vxvm:vxconfigd:エラー : ボ リ ューム ボリュームを起動できません。有効なプレックスがありま
せん。

❖ 説明

有効なプレッ クスが含まれていないため、ルート  ファ イル システムまたは /usr ファ イル システ
ムのボ リ ュームを起動できません。このエラーは、たとえば、ディ スク障害によ りすべてのプレッ
クスが使用できな くなった場合に発生します。 また、 強制的にサブディ スクの関連付けを解除し
た り、 プレッ クスを切り離した り、 プレッ クスの関連付けを解除した り、 プレッ クスをオフライ
ンにするなど、 ユーザの操作によってすべてのプレッ クスが使用できなくなった場合にも、 この
エラーが発生します。

❖ 対処法

ド ラ イブ起動できなかったこ とが原因で、 このエラーが発生する場合もあ り ます。 この場合は、
システムを リブートする と問題が解決するこ とがあ り ます。 リブート しても問題が解決されない
場合は、ルート  ファ イル システムまたは /usr ファ イル システムを リ ス ト アするか、システムを
インス トールし直して ください。ルート  ファ イル システムまたは /usr ファ イル システムを リ ス
ト アするには、有効なバッ クアップが必要です。ルート  ファ イル システムまたは /usr ファ イル
システムのボ リ ュームに関する問題を解決する方法については、 『Administrator’s Guide』 の 「 リ カ
バ リ 」 の章を参照してください。

ボリュームを起動できません。ボリューム状態が無効です。

vxvm:vxconfigd:エラー : ボ リ ューム ボリュームを起動できません。ボリューム状態が無効です。

❖ 説明

ルー ト  フ ァ イル システムまたは /usr フ ァ イル システムのボ リ ュームが、 予期しない状態
（ACTIVE、 CLEAN、 SYNC、 または NEEDSYNC 以外） になっています。 ボ リ ュームを作成する
Volume Managerの処理をシステム管理者が変更しないかぎ り、 このエラーは発生しません。

❖ 対処法

CD-ROM または NFS にマウン ト されたルート  ファ イル システム上で Volume Manager を起動し、
ボ リ ュームの状態を修正します。 詳細については、 『Administrator’s Guide』 の 「 リ カバ リ 」 の章を
参照してください。
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Cannot store private storage into the kernel

vxvm:vxconfigd:エラー :Cannot store private storage into the kernel: エラー

❖ 説明

Volume Manager の内部エラーです。 このエラー メ ッセージは、 Volume Manager に不具合がある
場合に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

異なるバージョンの vxconfigdがインストールされています。

vxvm:vxconfigd:エラー :異なるバージョンの vxconfigdがインストールされています。

❖ 説明

既に起動されている vxconfigd を停止した後に、 バージ ョ ン番号が異なる vxconfigd デーモ
ンが起動されました。 たとえば、 以前のリ リースの Volume Manager から VxVM 3.0 にアップグ
レード し、 システムを リブートせずに vxconfigd を起動した場合に、 このエラーが発生します。

❖ 対処法

システムを リブート します。

ディスク、グループ、デバイス :新しいホスト IDで更新できません。

vxvm:vxconfigd:エラー :ディスク ディ スク、グループグループ、デバイスデバイス : 新しいホ
スト IDで更新できません。
Error: 原因

❖ 説明

vxdctl hostid を使用してシステムの Volume Manager ホス ト ID を変更したこ とが原因と考え
られます。 このメ ッセージが表示される場合、 ディ スク  グループ内のいずれか 1つのディ スクを
新しいホス ト ID に更新できませんでした。多くの場合、表示されたディ スクがアクセスできなく
なっているか、 何らかの理由によ り障害が発生しているこ とが考えられます。

❖ 対処法

次のコマンドを実行して、 ディ スクが機能しているかど うかを確認します。 

vxdisk check デバイス
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ディ スクが機能していない場合、 次のよ うに表示されます。

デバイス :Error: ディ スク書き込みエラー

これによ り、 ディ スクがディ スク  グループ内でまだ使用を停止されていなければ、 こ こで使用を
停止されます。ディ スクが動作する場合は （この場合はそのはずはあ り ません）、次のよ うに表示
されます。

デバイス :Okay

ディ スクに Okay と表示されたら、 も う一度 vxdctl hostid を実行して ください。 再びエラー
が表示される場合は、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

ディスク グループ、ディスク :グループを自動インポートできません。

vxvm:vxconfigd:エラー :ディスク グループ グループ、ディスク ディ スク :グループを自動イ
ンポートできません : 原因

❖ 説明

システムの起動時に、 メ ッセージに示されているディ スクに関連付けられているディ スク  グルー
プのインポートに失敗しました。 原因には、 特定の問題に関連する メ ッセージが示されます。 さ
らに詳細を説明するエラー メ ッセージが表示される場合もあ り ます。 多 くの場合、 次のよ う な
メ ッセージが表示されます。 

vxvm:vxconfigd:エラー :ディスク グループ グループ :
一部の設定コピーにエラーが発生しています : Disk デバイス , copy 番号 :Block ブロ ッ ク番号
: エラー ...

自動インポートが失敗する理由と して最も多いのは、 多数のディ ス クに障害が発生したために、
Volume Manager でディ スク  グループ設定データベースの正常なコピーや、カーネルの更新ログを
検出できな くなるこ とです。 このよ うな問題が起きないよ うに、 通常、 ディ スク  グループには設
定情報のコピーが十分に用意されています。

よ り重大なエラーが発生した場合は、 以下のメ ッセージが表示されます。

設定コピー内のフォーマット エラー 
マジック ナンバーが無効です。 
ブロック番号が無効です。
設定内のレコードが重複しています。
設定レコードが一致しません。

これらのエラーは、ディ スク障害、アプリケーシ ョ ンまたは管理者によるディ スクへの書き込み、
またはVolume Managerの不具合などが原因で、すべての設定コピーが破損しているこ と を示します。

修復が可能なエラーについては、 別のエラー メ ッセージが自動インポートの失敗メ ッセージと一
緒に表示されます。 エラーの原因の詳細については、 それらのエラーを調べてください。
第 2章  Volume Managerのエラー メ ッセージ 25



vxconfigdのエラー メ ッセージ
自動インポートに失敗する と、 そのディ スク  グループのボ リ ュームは使用できなくな り ます。 こ
れらのボ リ ュームにファイル システムがある場合は、ファ イル システムのマウン ト時にボ リ ュー
ムにアクセスするこ とができないため、 さ らにエラーが発生する場合があ り ます。

❖ 対処法

多数のディ スクに障害が発生したこと がエラーの原因である場合、ディ スク  グループを作成し直し、
バッ クアップからボ リ ュームの内容を リ ス ト アする必要があ り ます。別のエラー メ ッセージで詳
細が表示される場合は、 それらのメ ッセージを参照して処理を進めて ください。 それらのエラー
メ ッセージを参照しても処理方法がわからない場合は、カスタマ サポート にお問い合わせく ださい。

ディスク グループ、ディスク :グループ名が rootdg 内のレコードと競合します。

vxvm:vxconfigd:エラー :ディスク グループ グループ、ディスク デバイス :グループ名が
rootdg内のレコードと競合します。

❖ 説明

インポート しているディ スク  グループの名前が、 rootdgディ スク  グループ内のレコード名と競
合しています。 ルー ト  ディ ス ク  グループ内のレコードに対応するデバイ スが、 /dev/vx/dsk
ディ レク ト リ を各ディ スク  グループのサブディ レク ト リ と共有しているため、このよう に競合する
名前は使用できません。

❖ 対処法

ルート  ディ スク  グループ内の競合しているレコードを削除するか、名前を変更して ください。 ま
たは、 インポートするディ ス ク  グループの名前を変更します。 import を使用してディ ス ク  グ
ループ名を変更する方法については、 vxdg （1M） マニュアル ページを参照して ください。

ディスク グループ、ディスク :重複する名前のディスク グループはスキップします。

vxvm:vxconfigd:エラー :ディスク グループ グループ、ディスク デバイス :重複する名前の
ディスク グループはスキップします。

❖ 説明

同じ名前の 2つのディ スク  グループが、同じホス トによって自動インポートするよ うに指定され
ています。ディ スク  グループは、簡単な名前によっても、 そのディ スク  グループの作成時に割 り
当てられた長い一意の識別子 （ディ ス ク  グループ ID） によっても識別されます。 したがって、 こ
のエラーが発生した場合、 ディ スク  グループ名が同じで、 ディ スク  グループ ID が異なる 2つの
ディ スクが存在しています。
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Volume Manager では、既にインポート されているディ スク  グループと競合する場合は、ディ スク
グループを作成した り、 ほかのマシンから インポートする こ とはできません。 このため、 通常の
使用形態ではこのエラーが発生するこ とはあ り ません。 ただし、 次の 2 つの場合に、 このエラー
が発生する可能性があ り ます。

◆ 一時的な障害によ り、ディ スク  グループを自動インポートできない場合。障害が発生したディ
ス ク  グループの名前と同じ名前を付けて新しいディ ス ク  グループを作成し、 システムを リ
ブートする と、新しいディ スク  グループが最初にインポート されます。次に、同じ名前のディ
スク  グループが重複して存在しているこ とが原因で、古いディ スク  グループの自動インポー
トが失敗します。古いディ スク  グループよ り、最近に操作を行ったディ スク  グループが優先
されます。

◆ -hオプシ ョ ンを使用して、 あるホス トからディ スク  グループをデポート し、ホス ト を リブー
トする と、別のホス トからそのディ スク  グループが自動インポート される場合があ り ます。 2
番目のホス トが同じ名前のディ スク  グループを既に自動インポート している場合に、 そのホ
ス ト を リブートする と、 このエラーが発生します。

❖ 対処法

両方のディ スク  グループをインポートする場合は、 2番目にインポートするディ スク  グループの
名前を変更します。 import を使用してディ ス ク  グループ名を変更する方法については、 vxdg
（1M） マニュアル ページを参照して ください。

ディスク グループ :一時データベースをリカバリできません。

vxvm:vxconfigd:エラー :ディスク グループ グループ :一時データベースをリカバリできません
: 原因 

"vxconfigd -x cleartempdir"を実行してみてください。[vxconfigd(1M)を参照 ]。

❖ 説明

vxconfigd を強制的に終了した後に再起動した場合、 または vxdctl disable と vxdctl
enable コマンドを使用して vxconfigd を無効にした後で有効にした場合、 このエラーが発生
します。このエラーが発生した場合、 /var/vxvm/tempdb/ グループ名という ファ イルの読み取
りに関連する障害が発生しています。 このファ イルは、 以前の vxconfigd の状態を リ カバ リす
る場合に使用する情報を格納するための一時ファ イルです。 このファ イルはシステムの リブート
時に作成されるため、 リブートすればこのエラーは発生しな くな り ます。
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❖ 対処法

可能な場合はシステムをリ ブート します。リ ブート したく ない場合は、次の手順に従ってく ださい。

1. vxvol、 vxplex、 または vxsd の各プロセスが実行中でないこ とを確認します。 

ps -e コマンドを使用してこれらのプロセスを検索し、実行されているプロセスがあった場合は、
killコマンド を実行して強制的にプロセスを終了します。 これらのプロセスを強制終了するには、
kill コマンドを 2回実行する必要があ り ます。このよ うにユーティ リ ティを強制終了する と、シ
ステムを リブートするまで、 ボ リ ュームに管理業務上の変更を加えるこ とが難し くな り ます。

2. 次のコマンドを実行します。 

vxconfigd -x cleartempdir 2> /dev/console

このコマンドは、インポート されたすべてのディ スク  グループ用の一時データベース  ファ イルを
再作成します。

vxvol、 vxplex、および vxsdの各コマンドは、 これらの tempdb ファ イルを使用してロ ッ ク情
報を交換します。 このファ イルが消去される と、 ロ ッ ク情報が失われます。 この情報がないと、 2
つのユーティ リ ティによってボ リ ュームの構成の設定に互換性のない変更が加えられてしま う こ
とがあ り ます。

ディスク グループ :エラーが原因で無効になっています。

vxvm:vxconfigd:エラー :ディスク グループ グループ :エラーが原因で無効になっています。

❖ 説明

何らかのエラーが発生したために、Volume Managerでディ スク  グループに対する変更を管理する
こ とができな くな り ました。 多数のディ スクに障害が発生したので、 vxconfigd によ り設定コ
ピーの更新を続行できな くなったこ とが主な原因と して考えられます。このメ ッセージの前には、
特定のエラーを示すエラー メ ッセージが表示されます。

無効にされたディ スク  グループが rootdg ディ スク  グループの場合、 次のエラー メ ッセージも
表示されます。

vxvm:vxconfigd:エラー :すべてのトランザクションは無効です。

このメ ッセージは、 vxconfigd の状態が disabled になり、 rootdg だけでなくあらゆるディ
スク  グループの構成の設定を変更できな くなったこ とを示します。
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❖ 対処法

ディ スクの接続エラーなど一時的な障害によ りエラーが発生している場合は、 システムを リブー
トするこ とによって問題を解決できます。 それ以外の場合は、 ディ スク  グループを作成し直して
バッ クアップから リ ス ト アする必要があ り ます。 rootdg ディ スク  グループに障害が発生したと
きに、システムでボ リ ューム上に定義されたルート  ファ イル システムまたは /usr ファ イル シス
テムを使用している場合、 システムを再インス トールする必要があ り ます。

ディスク グループ :一部の設定コピーにエラーが発生しています。Disk, copy

vxvm:vxconfigd:エラー :ディスク グループ グループ :一部の設定コピーにエラーが発生して
います : Disk ディ スク , copy 番号 :[ブロック番号 ]: 
原因 ...

❖ 説明

障害が発生したディ スク  グループのインポート中に、メ ッセージに示されているディ スク  グルー
プの設定コピーの中に、 これらのコピーが使用できな くなるよ う なフォーマッ ト またはエラーが
含まれているものがある こ とが判明しました。 このメ ッセージには、 未修正のエラーを含むすべ
ての設定コピーが、 適切な論理ブロ ッ ク番号も含めて表示されます。 その他の原因が表示されな
い場合は、 ディ スク  グループのインポートにおける障害が原因と考えられます。

❖ 対処法

接続エラーなど一時的な障害によ り コピーに障害が発生している場合は、 システムを リブート ま
たは再インポートするこ とによって、 ディ スク  グループをインポートできます。 それ以外の場合
は、 ディ スク  グループを最初から作成し直す必要があ り ます。

ディスク グループ :ディスク グループを再インポートできませんでした。

vxvm:vxconfigd:エラー :ディスク グループ グループ :ディスク グループを再インポートでき
ませんでした : 原因

❖ 説明

vxconfigd を停止した後に再起動した（または無効にした後で有効にした）後で、Volume Manager
でメ ッセージに示されたディ スク  グループをインポート し直すこ とができませんでした。失敗し
た理由も メ ッセージ中に示されます。 詳細を示すエラー メ ッセージがさ らに表示される場合もあ
り ます。

❖ 対処法

この種類のエラーの主な原因は、vxconfigd を停止または無効にする前に対処されていなかった
ディ スクの障害です。 一時的なディ スク障害である場合は、 システムを リブートする と問題を解
決できます。
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ディスク グループ :更新できません。

vxvm:vxconfigd:エラー :ディスク グループ  グループ :更新できません : 原因

❖ 説明

入出力障害が原因で、 vxconfigd がディ スク  グループのアクティブな設定コピーを更新できま
せん。 このエラーが発生した場合、 通常、 多数のディ スクに障害が発生しています。 このエラー
には、 次のメ ッセージが続けて表示されます。

vxvm:vxconfigd:エラー :ディスク グループ グループ :エラーが原因で無効になっています

❖ 対処法

ディ スクの接続エラーなど一時的な障害によ りエラーが発生している場合は、 システムを リブー
トするこ とによって問題を解決できます。 それ以外の場合は、 ディ スク  グループを作成し直して
バッ クアップから リ ス ト アする必要があ り ます。

コミット ステータス リストをカーネルへ格納できません。

vxvm:vxconfigd:エラー :コミット ステータス リストをカーネルへ格納できません : 原因

❖ 説明

Volume Manager の内部エラーです。 このエラー メ ッセージは、 Volume Manager に不具合がある
場合に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

GET_VOLINFO ioctlを実行できませんでした。

vxvm:vxconfigd:エラー :GET_VOLINFO ioctlを実行できませんでした : 原因

❖ 説明

Volume Manager の内部エラーです。 このエラー メ ッセージは、 Volume Manager に不具合がある
場合に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。
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Get of current rootdg failed

vxvm:vxconfigd:エラー :Get of current rootdg failed: 原因

❖ 説明

Volume Manager の内部エラーです。 このエラー メ ッセージは、 Volume Manager に不具合がある
場合に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

メモリ割り当てエラー

vxvm:vxconfigd:エラー :メモリ割り当てエラー

❖ 説明

Volume Manager を起動し、 ルート  ファ イル システムおよび /usr ファ イル システムを実行する
ためのボ リ ュームを起動するために必要なメモ リが不足しています。

❖ 対処法

お使いのシステムのメモ リが極端に少ない場合以外は、 通常このエラーは発生しません。 このエ
ラーは、 システムのブート処理の最初の段階で、 スワ ップ領域が追加されないうちに発生するこ
とが多いため、 スワ ップ領域を追加するだけでは問題は解決されません。

マウント先 :指定したボリュームは rootdgディスク グループに属していません。

vxvm:vxconfigd:エラー :マウント先パス :指定したボリュームは rootdgディスク グループに
属していません。

❖ 説明

メ ッ セージに示されているマウ ン ト ポ イ ン ト  デ ィ レ ク ト リ （通常は /usr） に関する
/etc/vfstab ファ イルにリ ス ト されているボ リ ューム  デバイスが、 rootdg以外のディ スク  グ
ループに属しています。 /usr ファ イル システムが含まれているディ スクを Volume Managerの標
準的な方法でカプセル化している場合は、 このエラーは発生しません。
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❖ 対処法

ネッ ト ワーク または CD-ROM のマウン ト されているルー ト  フ ァ イル システムから Volume
Manager をブートする必要があ り ます。 次に、 ルート  ファ イル システムの有効な ミ ラーディ スク
上で fixmountroot を使用して、Volume Manager を起動します。Volume Manager を起動したら、
ルート  ファ イル システム ボ リ ュームをマウン ト し、/etc/vfstab ファ イルを編集します。ファ
イル システムにダ イ レ ク ト  パーテ ィ シ ョ ンを使用する よ う にフ ァ イルを変更し ます。
/etc/vfstab ファ イルには、 使用するパーティシ ョ ンを示すコ メン ト を記述しておきます。 次
に例を示します。

#NOTE:volume usr (/usr) encapsulated partition  

c0t3d0s5 （システムでバスを使用している場合は c0b0t3d0s5)

ルート  ディ スク  グループとディ スク  リ ス ト間に不整合があ り ます。

vxvm:vxconfigd:エラー :ルート ディスク グループとディスク リスト間に不整合があります。
rootdgの 1つのバージョンに属するディスク : 
デバイス type=デバイスタ イプ info=デバイス情報 ... 
代替バージョンの rootdg内のディスク : 
デバイス type=デバイスタイプ info=デバイス情報 ...

❖ 説明

vxconfigdが自動設定モード （vxconfigd （1M） マニュアル ページを参照） で実行されていな
いと きに、数回試行してもルート  ディ スク  グループに属している一組のディ スクを解明できない
場合、 このメ ッセージが表示されます。 自動設定モードでない場合は、 まず /etc/vx/volboot
ファ イルに示されているディ スクを走査し、 rootdgディ スク  グループのデータベース  コピーを
検索します。 次に、 データベース  コピーを読み取って、 グループに含まれるディ スクのアクセス
レコードの リ ス ト を検索し、 これらのディ スクに同じデータベース  コピーが含まれているこ とを
確認します。 つま り、 一組のディ スク中の各ディ スクに含まれるデータベース  コピーが 1つに収
束する必要があ り ます。ループに入っても収束に至らないと、このエラー メ ッセージが表示され、
ルート  ディ スク  グループのインポートに失敗します。 

❖ 対処法

システムに接続されているデバイスの物理的な位置を変えると 、問題を解決できる場合があり ます。
解決できない場合は、 カスタマ サポートにお問い合わせください。 
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Open of directory failed

vxvm:vxconfigd:エラー :Open of directory ディ レク ト リ  failed: 原因

❖ 説明

ディレク ト リ /dev/vx/dsk または /dev/vx/rdsk （またはいずれかのディ レク ト リのサブディ
レク ト リ ） を開く こ とができません。 管理者またはプログラムによって、 誤ってディ レク ト リが
削除されたこ とが原因と考えられます。 この場合は、 原因に 「No such file or directory
（ファ イルまたはディ レク ト リが存在しません） 」 と表示されます。 その他の理由と して考えられ
るのは、 入出力エラーです。

❖ 対処法

「No such file or directory」 と表示された場合は、 mkdir コマンドを使用してディ レク
ト リ を作成してから、 vxdctl enable コマンドを実行して ください。

入出力エラーが原因である場合は、 ルート  ファ イル システムが破損している可能性があ り ます。
ルート  ディ スクをフォーマッ ト し直して、 バッ クアップからルート  ファ イル システムを リ ス ト
アする必要があ り ます。 システムの購入先に問い合わせるか、 使用しているシステムのマニュア
ルを参照して ください。

Read of directory failed

vxvm:vxconfigd:エラー :Read of directory ディ レク ト リ failed: 原因

❖ 説明

ディレク ト リ /dev/vx/dsk または /dev/vx/rdsk （またはいずれかのディ レク ト リのサブディ
レク ト リ ） を読み取るこ とができません。ルート  ファ イル システムにおける入出力エラーが原因
と考えられます。

❖ 対処法

入出力エラーが原因である場合は、 ルート  ファ イル システムが破損している可能性があ り ます。
ルート  ディ スクをフォーマッ ト し直して、 バッ クアップからルート  ファ イル システムを リ ス ト
アする必要があ り ます。 システムの購入先に問い合わせるか、 使用しているシステムのマニュア
ルを参照して ください。
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システム ブート ディスクに有効なプレックスがありません。

vxvm:vxconfigd:エラー :システム ブート ディスクに有効なプレックスがありません。次のディ
スクからブートしてください :Disk: ディ スク名 Device:デバイス ...

❖ 説明

ルート  フ ァ イル システムがあるボ リ ュームをシステムが使用するよ うに設定されていますが、
ルート  ボ リ ュームの有効ミ ラーが含まれているディ スク上でシステムをブートできません。 有効
なルート  ミ ラーが含まれているディ スクは、エラー メ ッセージ中に示されます。無効またはオフ
ラインではないディ スク上にルート  ミ ラーがある場合、そのディ スクをルート  ディ スク と して使
用するこ とができます。

❖ 対処法

エラー メ ッセージに示されているディ スクのいずれか 1つからシステムをブート します。 

一部のオペレーティング システムでは、 表示されているディ スクのいずれか 1つに対して、 デバ
イス  エイ リ アスを使用してシステムをブートするこ とができます。 たとえば、 次のコマンドを使
用します。

boot vx-ディ スク名

システムを起動できません。

vxvm:vxconfigd:エラー :システムを起動できません。

❖ 説明

ルート  ファ イル システムまたは /usr ファ イル システム ボ リ ュームを起動できないので、 シス
テムを使用するこ とができません。このよ うな結果をもたらす原因となったエラーが、このエラー
メ ッセージの前に表示されるはずです。

❖ 対処法

コンソールに表示されるほかのエラー メ ッセージを参照し、 メ ッセージに示されている処置を
行ってください。

デバイスに設定されているボリュームはありません。

vxvm:vxconfigd:エラー :デバイスに設定されているボリュームはありません。

❖ 説明

ボ リ ューム上に定義されているルート  ファ イル システムからシステムをブートするよ うに設定
されていますが、 rootdgディ スク  グループの構成の設定にルート  ボ リ ュームが記述されていま
せん。
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このエラーの原因と して、 次の 2つが考えられます。

◆ 1:/etc/system ファ イルが誤って更新され、ルート  デバイスが /pseudo/vxio@0:0 と され
ています。管理者がファイルを直接操作したこ とによってエラーが発生したと考えられます。

◆ 2:何らかの理由でシステムにrootdgディ スク  グループの複製があ り、一方にはルート  ファ イ
ル システムのボ リ ュームが含まれ、 も う一方には含まれていません。 そのうちのルート  ファ
イル システムがない方の rootdg を vxconfigdが選択しました。vxconfigdは最近アクセ
スされた方の rootdg を選択するので、 システムク ロ ッ クがある時点で誤って更新された場
合、 2 つのディ スク  グループをアクセスする順序が逆にな り、 このエラーが発生します。 何
らかのディ スク  グループをデポート し、 このホス ト用にロ ッ クを指定して名前を rootdg に
変更した場合にも、 このエラーが発生します。

❖ 対処法

1の場合、CD-ROM またはネッ ト ワークのマウン ト されたルート  ファ イル システム上でシステム
をブート し、 ルー ト  ファ イル システムのディ スク  パーティシ ョ ンを直接マウン ト します。 その
後、 /etc/systemから次の行を削除します。

rootdev:/pseudo/vxio@0:0
set vxio:vol_rootdev_is_volume=1

2 の場合、 問題がある方の rootdg のすべてのド ライブの電源を切った状態でシステムをブート
するか、別のホス トから問題がある方の rootdgディ スク  グループをインポート して名前を変更
します （vxdg （1M） マニュアル ページを参照）。 ド ライブの電源を切った場合には、 システムを
ブート した後で次のコマンドを実行します。 

vxdg flush rootdg

このコマンドによ り、 インポート した rootdgのタイムスタンプが更新され、 正しい rootdgに
最近アクセスしたこ とにな り ます。 これでも問題が解決されない場合は、 カスタマ サポートにお
問い合わせください。

グループ の予想外の設定トランザクション ID（tid）がカーネル内で検出されました。

vxvm:vxconfigd:エラー :グループ グループの予想外の設定トランザクション ID（tid）がカー
ネル内で検出されました。

❖ 説明

Volume Manager の内部エラーです。 このエラー メ ッセージは、 Volume Manager に不具合がある
場合に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。
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ボリュームの再設定中の予想外のエラー。

vxvm:vxconfigd:エラー : ボ リ ューム ボリューム の再設定中の予想外のエラー : 原因

❖ 説明

Volume Manager の内部エラーです。 このエラー メ ッセージは、 Volume Manager に不具合がある
場合に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

ボリュームのディスクのフェッチ エラー。

vxvm:vxconfigd:エラー :ディ スク ボリュームのディスクのフェッチ エラー : 原因

❖ 説明

Volume Manager の内部エラーです。 このエラー メ ッセージは、 Volume Manager に不具合がある
場合に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

予想外の値がカーネルに格納されています。

vxvm:vxconfigd:エラー :予想外の値がカーネルに格納されています。

❖ 説明

Volume Manager の内部エラーです。 このエラー メ ッセージは、 Volume Manager に不具合がある
場合に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。
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カーネルのバージョン番号が vxconfigdと一致しません。

vxvm:vxconfigd:エラー :カーネルのバージョン番号が vxconfigdと一致しません。

❖ 説明

vxconfigd の リ リ ースが Volume Manager のカーネル ド ラ イブの リ リ ース と一致し ません。
Volume Manager をアップグレード した後で、 システムを リブートせずに vxconfigd を実行した
こ とが原因です。

❖ 対処法

システムを リブート します。 それでも問題が解決されない場合は、 VxVM パッケージを追加し直
して ください。

ボリューム（マウント先 /usr）が rootdgディスク グループ内で見つかりません。

vxvm:vxconfigd:エラー :ボリューム  ボ リ ューム （マウント先 /usr）が rootdgディスク グ
ループ内で見つかりません。

❖ 説明

/usr をボ リ ューム上にマウン ト してシステムをブートするよ うに設定されていますが、 rootdg
ディ スク  グループの設定に /usr に関連するボ リ ュームが記述されていません。 このエラーの原
因と して、 次の 2つが考えられます。

◆ /etc/vfstab ファ イルが誤って更新され、/usr ファ イル システム用のデバイスはボ リ ュー
ムである と示されています。 しかし、 指名されているボ リ ュームが rootdgディ スク  グルー
プ内にあ り ません。 管理者がファ イルを直接操作したこ とによってエラーが発生したと考え
られます。

◆ 何らかの理由でシステムに rootdgディ スク  グループの複製があ り、一方には /usr ファ イル
システムのボ リ ュームが含まれ、 も う一方には含まれていません （または異なるボ リ ューム
名を使用しています）。そのうちの /usrファ イル システムがない方の rootdgを vxconfigd
が選択しました。vxconfigdは最近アクセスされた方の rootdg を選択するので、システム
ク ロ ッ クがある時点で誤って更新された場合、 2 つのディ スク  グループをアクセスする順序
が逆になり、 このエラーが発生します。 何らかのディ スク  グループをデポート し、 このホス
ト用にロ ッ クを指定して名前を rootdgに変更した場合にも、 このエラーが発生します。

❖ 対処法

1の場合、CD-ROM またはネッ ト ワークのマウン ト されたルート  ファ イル システム上でシステム
をブー ト し ます。 ルー ト  フ ァ イル システムがボ リ ューム上に定義されている場合は、
『Administrator’s Guide』 の 「 リ カバ リ 」 の章を参照し、 ルート  ボ リ ュームを起動してマウン ト し
ます。 ルート  ファ イル システムがボ リ ューム上で定義されていない場合は、 ルート  ファ イル シ
ステムを直接マウン ト して ください。 その後、 /etc/vfstab ファ イルを編集し、 /usr ファ イル
システムに関するエン ト リ を変更します。
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2 の場合、 問題がある方の rootdg のすべてのド ライブの電源を切った状態でシステムをブート
するか、別のホス トから問題がある方の rootdgディ スク  グループをインポート して名前を変更
します （vxdg （1M） マニュアル ページを参照）。 ド ライブの電源を切った場合には、 システムを
ブート した後で次のコマンドを実行します。

vxdg flush rootdg

このコマンドによ り、 インポート した rootdgのタイムスタンプが更新され、 正しい rootdgに
最近アクセスしたこ とにな り ます。 これでも問題が解決されない場合は、 カスタマ サポートにお
問い合わせください。

/dev/vx/config をオープンできません。

vxvm:vxconfigd:エラー :/dev/vx/config をオープンできません。原因

❖ 説明

/dev/vx/configデバイスを開く こ とができません。 vxconfigdは、 このデバイスを使用して
Volume Manager のカーネル デバイス との連絡を行います。 原因 には、 デバイスを開けなかった
理由が示されます。最も多い理由は、 「Device is already open （デバイスは既に開いていま
す）」 です。 これは、 あるプロセス （多くの場合は vxconfigd） によって既に /dev/vx/config
が開かれているこ とを示します。 次に多い理由は 「No such file or directory （ファ イル
またはディ レク ト リが存在しません）」 または 「No such device or address （デバイスまた
はアドレスが存在しません）」 です。 いずれの場合も、 次の原因が考えられます。 

◆ Volume Managerパッケージが正し く インス トールされていない。

◆ 管理者またはシェル スク リプ トによってデバイス  ノードが削除された。

❖ 対処法

原因に 「Device is already open」 と表示される場合、 vxconfigd を実行するには、 既に
起動されている vxconfigd を停止または強制終了します。 どのプロセスが vxconfigd を開い
ている場合でも、 次のコマンドを使用して vxconfigd を強制終了するこ とができます。 

vxdctl -k stop

別の原因が表示される場合は、Volume Managerの基本的なパッケージをも う 一度追加してく ださい。
これによ り、デバイス  ノードが再設定され、Volume Managerのカーネル ド ラ イバが再インス トー
ルされます。 パッケージの追加方法については、 『VERITAS Volume Manager Installation Guide』 を
参照して ください。 パッケージを再追加できない場合は、 カスタマ サポートにお問い合わせくだ
さい。
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有効に設定できませんでした。

vxvm:vxconfigd:エラー :有効に設定できませんでした : 原因

❖ 説明

表示されている原因によ り、vxconfigd を起動できません。vxdctl enable コマンドが原因で
このエラーが発生する場合もあ り ます。 このエラー メ ッセージには、 次のメ ッセージが追加され
るこ と もあ り ます。

additional-reason; アボートしています。
致命的なエラーが発生しており、vxconfigdが強制終了されます。ほかのユーティ リ ティ と連絡
するための IPCチャネルを作成できないこ とが原因と考えられます。

additional-reason; トランザクションが無効です。
vxconfigdは処理を続行していますが、 エラーを修正するまで設定を更新するこ と ができません。

さ らに、 次のメ ッセージが続けて表示されるこ と もあ り ます。

vxvm:vxconfigd:エラー:ディスク グループ グループ :一部の設定コピーにエラーが発生し
ています : 
Disk デバイス , copy 番号 :Block ブロ ッ ク番号 : エラー ...

エラーの原因は、 場合によってかな り異な り ます。 この他にも根本的な問題を示すエラー メ ッ
セージが表示される場合があ り ます。 「Errors in some configuration copies （設定コ
ピーのエラー）」 というエラーが発生した場合は、 エラー メ ッセージに原因が示されます。

❖ 対処法

このエラー メ ッセージと一緒に表示される メ ッセージを参照し、 問題の原因を究明します。 ほか
のエラー メ ッセージに示されている処置を行い、 も う一度コマンドを実行して ください。 

/dev/vx/info

vxvm:vxconfigd:エラー :/dev/vx/info: 原因

❖ 説明

/dev/vx/info デバイスを開く こ とができないか、 このデバイスが Volume Manager のカーネル
要求に応答しません。 このエラーには、 次の原因が考えられます。

◆ Volume Managerパッケージが正し く インス トールされていない。

◆ 管理者またはシェル スク リプ トによってデバイス  ノードが削除された。

❖ 対処法

Volume Managerの基本的なパッケージをも う一度追加してください。 これによ り、デバイス  ノー
ドが再設定され、 Volume Managerのカーネル ド ラ イバが再インス トールされます。パッケージの
追加方法については、 『VERITAS Volume Manager Installation Guide』 を参照して ください。
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vxconfigdの致命的なエラーの致命的なエラーの致命的なエラーの致命的なエラー メ ッセージメ ッセージメ ッセージメ ッセージ

vxconfigdに関する致命的なエラー メ ッセージを説明します。

ディスク グループ rootdg:不整合 -- カーネルにロードされません。

vxvm:vxconfigd:致命的なエラー : ディスク グループ rootdg:不整合 -- カーネルにロードさ
れません。

 

❖ 説明

Volume Manager の内部エラーです。 このエラー メ ッセージは、 Volume Manager に不具合がある
場合に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

グループ :カーネルを更新できません。

vxvm:vxconfigd:致命的なエラー :グループ グループ : カーネルを更新できません。

❖ 説明

Volume Manager の内部エラーです。 このエラー メ ッセージは、 Volume Manager に不具合がある
場合に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

プロセス間の通信エラー。

vxvm:vxconfigd:致命的なエラー :プロセス間の通信エラー : 原因

❖ 説明

Volume Manager の内部エラーです。 このエラー メ ッセージは、 Volume Manager に不具合がある
場合に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。
40 Reference Guide



vxconfigdのエラー メ ッセージ
カーネルに格納されているステータスが無効です。

vxvm:vxconfigd:致命的なエラー :カーネルに格納されているステータスが無効です。

❖ 説明

Volume Manager の内部エラーです。 このエラー メ ッセージは、 Volume Manager に不具合がある
場合に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

起動中のメモリ割り当てエラー

vxvm:vxconfigd:致命的なエラー :起動中のメモリ割り当てエラー

❖ 説明

Volume Manager を起動し、 ルート  ファ イル システムおよび /usr ファ イル システムを実行する
ためのボ リ ュームを起動するために必要なメモ リが不足しています。

❖ 対処法

お使いのシステムのメモ リが極端に少ない場合以外は、 通常このエラーは発生しません。 このエ
ラーは、 システムのブート処理における最初の段階で、 スワ ップ領域が追加されないうちに発生
するこ とが多いため、 スワ ップ領域を追加するだけでは問題は解決されません。

ブート時に rootdgをインポートできません。

vxvm:vxconfigd:致命的なエラー :ブート時に rootdgをインポートできません。

❖ 説明

Volume Manager の内部エラーです。 このエラー メ ッセージは、 Volume Manager に不具合がある
場合に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。
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予想外のスレッド障害。

vxvm:vxconfigd:致命的なエラー :予想外のスレッド障害 : 原因

❖ 説明

予想外のオペレーティング システムのエラーです。 このエラーが発生した場合、 Volume Manager
またはオペレーティング システムのマルチスレッ ドのライブラ リに不具合が存在します。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

vxconfigdの通知メ ッセージの通知メ ッセージの通知メ ッセージの通知メ ッセージ

vxconfigdに関する通知メ ッセージを説明します。

切断されたディスク。

vxvm:vxconfigd:注 :切断されたディスク ディ スク

❖ 説明

メ ッセージに示されたディ ス クが使用できなくな り、 ディ スク  グループから切り離されました。
ディ スクが切り離されたこ とが原因で切り離されたほかのレコードを示すメ ッセージが表示され
るこ と もあ り ます。

❖ 対処法

ホ ッ ト リ ロケーシ ョ ン機能が有効になっている場合、 デ ィ ス ク障害の影響を受けた Volume
Manager オブジェク トの処置は自動的に行われます。 Volume Manager によって行われた処置およ
び管理者が行うべき処置を報告する メールが、 ルート  ユーザに送信されます。

ボリュームの切断されたログ。

vxvm:vxconfigd:注 :ボリューム ボ リ ュームの切断されたログ

❖ 説明

ディ スク障害が発生したため、 または管理者が vxdg -k rmdisk コマンドを使用してディ スクを
削除したために、 メ ッセージに示されているボ リ ュームの DRL ログまたは RAID-5のログが切り
離されました。 障害が発生したディ スクは、 「Detached disk ディ スク」 という メ ッセージで示
されます。
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❖ 対処法

ログを ミ ラーリ ングしている場合、 ホッ ト リ ロケーシ ョ ンによ り障害が発生しているログは自動
的に再配置されます。 vxplex dis または vxsd dis のいずれかを使用して、 障害が発生してい
るログを削除して ください。 その後、 vxassist addlog （vxassist （1M） マニュアル ページ
を参照） を使用して、 ボ リ ュームに新しいログを追加します。

切断されたプレックス（ボリューム内）。

vxvm:vxconfigd:注 :切断されたプレックス プレッ クス （ボリュームボ リ ューム内）

❖ 説明

ディ スク障害が発生したため、 または管理者が vxdg -k rmdisk コマンドを使用してディ スクを
削除したために、 メ ッセージに示されているプレッ クスが無効になっています。 障害が発生した
ディ スクは、 「Detached disk ディ スク」 という メ ッセージで示されます。

❖ 対処法

ホ ッ ト リ ロケーシ ョ ン機能が有効になっている場合、 デ ィ ス ク障害の影響を受けた Volume
Manager オブジェク トの処置は自動的に行われます。 Volume Manager によって行われた処置およ
び管理者が行うべき処置を報告する メールが、 ルート  ユーザに送信されます。

切断されたサブディスク（ボリューム内）。

vxvm:vxconfigd:注 :切断されたサブディスク サブディ スク （ボリューム ボ リ ューム内）

❖ 説明

ディ スク障害が発生したため、 または管理者が vxdg -k rmdisk コマンドを使用してディ スクを
削除したために、 メ ッセージに示されているサブディ スクが無効になっています。 障害が発生し
たディ スクは、 「Detached disk ディ ス ク」 とい う メ ッセージで示されます。

❖ 対処法

ホ ッ ト リ ロケーシ ョ ン機能が有効になっている場合、 デ ィ ス ク障害の影響を受けた Volume
Manager オブジェク トの処置は自動的に行われます。 Volume Manager によって行われた処置およ
び管理者が行うべき処置を報告する メールが、 ルート  ユーザに送信されます。
第 2章  Volume Managerのエラー メ ッセージ 43



vxconfigdのエラー メ ッセージ
切断されたボリューム

vxvm:vxconfigd:注 :切断されたボリューム ボ リ ューム

❖ 説明

ディ スク障害が発生したため、 または管理者が vxdg -k rmdisk コマンドを使用してディ スクを
削除したために、 メ ッセージに示されているボ リ ュームが無効になっています。 障害が発生した
ディ スクは、 「Detached disk ディ スク」 という メ ッセージで示されます。 ディ スク障害が一時
的なものでなく、 システムを リブート しても問題が解決されない場合は、 ボ リ ュームのデータは
破損している と考えられます。

❖ 対処法

処置を行う必要はあ り ません。 詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

設定コピー（ディスク上）をオフライン化しています。

vxvm:vxconfigd:注 :設定コピー 番号 （ディスク ディ スク上）をオフライン化しています :
理由 : 原因

❖ 説明

入出力エラーによ り、メ ッセージに示されている設定コピーが無効になり ました。これは通知メ ッ
セージであるため、 このコピーがディ スク  グループ内で最後のアクティブな設定コピーでない限
り、 通常は重大な問題は発生していません。

❖ 対処法

このエラーは、 書き込みエラーを自動的に修復するこ とができないほど、 メ ッセージに示されて
いるディ ス クが劣化している こ とを示しているため、 そのディ ス クを交換する必要があ り ます。
ケーブル接続または電源に問題があるなど、一時的なエラーが原因となっている場合もあ り ます。
ケーブルが正し く接続されているかど うかを確認して ください。

ボリュームはデグレード モードです。

vxvm:vxconfigd:注 :ボリューム ボ リ ュームはデグレード モードです。

❖ 説明

メ ッセージに示されている RAID-5 ボ リ ューム内のサブディ ス クが切り離されたため、 そのボ
リ ュームが 「縮退」 モードになっています。縮退モードでは、 RAID-5 ボ リ ュームのパフォーマン
スが著し く低下します。 さ らに、別のサブディ スクに障害が発生する と、 RAID-5 ボ リ ュームを使
用できなくなる場合があ り ます。 また、 RAID-5 ボ リ ュームにアクティブなログがない場合は、 シ
ステムに障害が発生する と、 ボ リ ュームが使用できなくなる恐れがあ り ます。
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❖ 対処法

ホ ッ ト リ ロケーシ ョ ン機能が有効になっている場合、 デ ィ ス ク障害の影響を受けた Volume
Manager オブジェク トの処置は自動的に行われます。 Volume Manager によって行われた処置およ
び管理者が行うべき処置を報告する メールが、 ルート  ユーザに送信されます。

vxconfigdの警告メ ッセージの警告メ ッセージの警告メ ッセージの警告メ ッセージ

vxconfigdに関する警告メ ッセージを説明します。

無効な要求 :クライアント、ポータル [要求｜診断 ]、サイズ

vxvm:vxconfigd:警告 :無効な要求 番号 :クライアント 番号、ポータル [要求｜診断 ]、サイ
ズ 番号

❖ 説明

これは、vxconfigdに接続されているユーティ リ ティから無効な要求が発生したこ とを示す診断
メ ッセージです。 このメ ッセージが表示された場合、 接続されているユーティ リ テ ィに不具合が
あ り ます。

❖ 対処法

新しいユーティ リ ティ を開発している場合、 このメ ッセージはそのユーティ リ テ ィのコードに不
具合があるこ とを示しています。 それ以外の場合、 このメ ッセージは Volume Managerに不具合が
あるこ とを示しています。 詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

カーネル内のディスク グループ レコードを変更できません。

vxvm:vxconfigd:警告 :カーネル内のディスク グループ レコードを変更できません : 原因

❖ 説明

Volume Managerの内部エラーです。 この警告メ ッセージは、 Volume Managerに不具合がある場合
に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。
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デバイスを作成できません。

vxvm:vxconfigd:警告 :デバイス デバイスパスを作成できません : 原因

❖ 説明

vxconfigdによって、/dev/vx/dsk または /dev/vx/rdskのも とにデバイス  ノードを作成す
るこ とができません。 ルート  ファ イル システムに i ノードがなくなった場合のみ、 このエラーが
発生します。

❖ 対処法

ルート  ファ イル システムからファ イルをいくつか削除して ください。その後、次のコマンドを使
用してデバイス  ノードを再生成します。

vxdctl enable

/usr/bin/rmを実行してディレクトリを削除できません。

vxvm:vxconfigd:警告 :/usr/bin/rmを実行してディ レク ト リを削除できません : 原因

❖ 説明

vxconfigd によって /usr/bin/rm ユーティ リ ティ を実行できなかったため、 メ ッセージに示
されているディ レク ト リ を削除できません。これは重大なエラーではあ り ません。削除できなかっ
たディ レク ト リによって発生する問題は、そのディ レク ト リ とその内容が、ルート  ファ イル シス
テムの領域を続けて使用するこ とを意味します。 ただし、 このメ ッセージは /usr ファ イル シス
テムがマウン ト されていないこ とを意味しています。 また、 システムによっては、 rmユーティ リ
ティがな くなっているか、 または通常の場所にないこ と も示します。 システムを通常通りに運用
する場合に、 重大な問題が発生する可能性があ り ます。

❖ 対処法

/usr ファ イル システムがマウン ト されていない場合は、 マウン トする方法を決定する必要があ
り ます。 rmユーティ リ ティがな くなっているか、 /usr/bin/rmディ レク ト リにない場合は、 ほ
かの場所から リ ス ト アする必要があ り ます。
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フォークしてディレクトリを削除できません。

vxvm:vxconfigd:警告 :フォークしてディレクトリ ディ レク ト リを削除できません : 原因

❖ 説明

rmユーティ リ ティ を実行するために vxconfigd を並行して実行できないため、 メ ッセージに示
されているディ レク ト リ を削除できません。これは重大なエラーではあ り ません。削除できなかっ
たディ レク ト リによって発生する問題は、そのディ レク ト リ とその内容が、ルート  ファ イル シス
テムの領域を引き続き使用するこ とを意味します。vxconfigd を並行して実行できるだけの十分
なメモ リ またはページング スペースがシステムにないこ とが原因と考えられます。

❖ 対処法

システムでメモ リ またはページング スペースが不足している場合、 システム全体のパフォーマン
スにかなりの影響がある と考えられます。 メモ リ またはページング スペースの追加を検討して く
ださい。

Cannot issue internal transaction

vxvm:vxconfigd:警告 :Cannot issue internal transaction: 原因

❖ 説明

Volume Manager に不具合がある場合に発生する問題です。 ただし、 メモ リが少ない場合に、 この
問題が発生するこ とがあ り ます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

ログ ファイルをオープンできません。

vxvm:vxconfigd:警告 :ログ ファイル ログファ イル名をオープンできません : 原因

❖ 説明

メ ッセージに示されている原因によ り、 vxconfigd コンソール出力のログ ファ イルを開く こ と
ができません。 -x log が指定されている場合、 または -x logfile= ファ イルを使用してログ
ファ イルが指定されている場合は、 ログ ファ イルが開かれます。 デフォル トのログ ファ イルは
/var/vxvm/vxconfigd.log です。 このエラーの原因でもっ と も多いのはログ ファ イルが含ま
れているディ レク ト リが存在しない場合で、 メ ッセージには 「No such file or directory
（ファイルもディレクトリもありません。）」 と表示されます。

❖ 対処法

必要なディレク ト リ を作成するか、 別のログ ファ イルのパスを使用します。
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プレックスをボリュームから切断しています。

vxvm:vxconfigd:警告 :プレックス プレッ クス をボリューム ボ リ ュームから切断しています

❖ 説明

メ ッセージに示されているボ リ ュームの起動中に、 そのボ リ ュームから メ ッセージに示されてい
るプレッ クスが切り離されました。 このエラーは、システムの起動時に、vxconfigd によって自
動的に起動されるボ リ ューム （ルー ト  ファ イル システムおよび /usr フ ァ イル システムのボ
リ ューム） に関して発生します。 プレッ クスが切り離された原因は、 入出力エラー、 起動時やシ
ステムの最後のシャ ッ トダウンまたはシステム  ク ラ ッシュにおけるディ スク障害、 システムの最
後のシャ ッ ト ダウンやシステム  ク ラ ッシュ よ り も前に実行されたディ ス クの削除などが考えら
れます。

❖ 対処法

ルート  ファ イル システムまたは /usr ファ イル システムに同じ数のアクティブ ミ ラーを維持す
るには、 メ ッセージに示されたプレッ ク スを削除し、 vxassist mirror を使用して新しい ミ
ラーを追加して ください。 vxassist mirror を使用する前に、 不良ディ スクを交換しておく こ
と も必要です。

ディスクはグループ内で共有フラグが設定されています。ディスクはスキップされました。

vxvm:vxconfigd:警告 :ディスク ディ スク はグループ グループ 内で共有フラグが設定されて
います。ディスクはスキップされました。

❖ 説明

メ ッセージに示されているディ スクは共有ディ スク となっていますが、現在稼動している Volume
Managerのバージ ョ ンでは、ディ スク  グループの共有がサポート されていません。通常、このメ ッ
セージは無視しても構いません。

❖ 対処法

処置を行う必要はあ り ません。 このシステム上でディ スクを使用する場合は、vxdiskadd を使用
して、 ローカル システムで使用するディ スクを追加して ください。 ただし、 このディ スクが実際
に共有ディ スク  グループにあ り、 このディ スクを共有しているその他のシステムで使用されてい
る場合は、 上記の処置は行わないでください。
48 Reference Guide



vxconfigdのエラー メ ッセージ
ディスクはグループ内ではホストによってロックされています。ディスクはスキップされました。

vxvm:vxconfigd:警告 :ディスク ディ スクはグループ グループ内ではホスト ホス ト ID によっ
てロックされています。ディスクはスキップされました。

❖ 説明

メ ッセージに示されているディ スクが、 メ ッセージに示されている Volume Manager のホス ト ID
（通常、 システムのホス ト名と同じ） を持つホス トによってロ ッ ク されています。通常、 このメ ッ
セージは無視しても構いません。

❖ 対処法

処置を行う必要はあ り ません。 このシステム上でディ スクを使用する場合は、vxdiskadd を使用
して、 ローカル システムで使用するディ スクを追加して ください。 ただし、 このディ スクが実際
に共有ディ スク  グループにあ り、 このディ スクを共有しているその他のシステムで使用されてい
る場合は、 上記の処置は行わないでください。

ディスク（グループ内）:ディスク デバイスが見つかりません。

vxvm:vxconfigd:警告 :ディスク ディ スク （グループ グループ内）:ディスク デバイスが見
つかりません。

❖ 説明

メ ッセージに示されているディ ス ク  グループ内のディ ス ク と一致する物理ディ ス クが見つか り
ません。 これは、 そのディ スクに障害が発生している場合と同程度のエラーです。 物理ディ スク
を特定するには、 ディ スク上の Volume Manager ヘッダーに記録されているディ スク ID と、 ディ
スク  グループの設定で記述されているディ スク ID とが照合されます。 ディ スク  グループの設定
には、ディ スク  グループ内にあるすべてのディ スクのディ スク IDのリ ス トが含まれています（ID
はディ スク  メディア設定レコードに含まれています） 。 次に、 物理ディ スクが走査され、 ディ ス
ク ID のリ ス ト とディ スク  ヘッダーに記録されているディ スク ID とが照合されます。 設定内の
ディ スク IDのリ ス ト と一致する IDが物理ディ スクのディ スク  ヘッダーで見つからなかった場合、
このエラー メ ッセージが表示されます。

これは、ケーブルが正し く接続されていない、ディ スクを起動するのに時間がかか りすぎたなど、
一時的な障害が原因と考えられます。 また、システムからディ スクが物理的に削除された場合や、
ヘッ ドが壊れた り電子的な障害によってディ スクが使用できな くなった場合にも、 このエラーが
発生します。

このディ スク上にある RAID-5 または DRL ログ プレッ クスは使用できなくな り ます。 すべての
RAID-5 サブディ スクや、 このディ スク上のサブディ スクを含むミ ラード  プレッ クスも使用でき
なくな り ます。 これらのディ スク障害 （特に複数のディ スク障害） が発生する と、 1 つ以上のボ
リ ュームが使用できな くなる可能性があ り ます。
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❖ 対処法

ホ ッ ト リ ロケーシ ョ ン機能が有効になっている場合、 デ ィ ス ク障害の影響を受けた Volume
Manager オブジェク トの処置は自動的に行われます。 Volume Manager によって行われた処置およ
び管理者が行うべき処置を報告する メールが、 ルート  ユーザに送信されます。

カーネル内のディスクのタイプを認識できません。

vxvm:vxconfigd:警告 :カーネル内のディスク ディ スク のタイプを認識できません。

❖ 説明

Volume Managerの内部エラーです。 この警告メ ッセージは、 Volume Managerに不具合がある場合
に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

ディスクにはグループの名前が指定されていますが、グループ IDが異なっています。

vxvm:vxconfigd:警告 :ディスクディ スクにはグループグループの名前が指定されていますが、グ
ループ IDが異なっています。

❖ 説明

ディ スク  グループのインポート中に、ディ スク  グループ名とディ スク  グループ IDが一致しない
ディ スクが検出されました。 このディ スクはインポート されません。 このエラーは、 同じ名前の
2 つのディ スク  グループがあって、 両者のディ スク  グループ ID が異なる場合に発生します。 こ
の場合、 一方のディ スク  グループは含まれているすべてのディ スク と一緒にインポート されます
が、 も う一方のディ スク  グループはインポート されません。 このメ ッセージは、 インポート され
なかったグループ内のディ スクに関して表示されます。 

❖ 対処法

このディ スクをグループにインポートする必要がある場合は、 後からディ スクをグループに追加
する必要があ り ます。 これは、 インポート中に自動的に行われるわけではあ り ません。 ディ スク
のすべての設定情報は失われます。 
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ディスク グループは無効です。ディスクを新しいホスト IDで更新できません。

vxvm:vxconfigd:警告 :ディスク グループ グループは無効です。ディスクを新しいホスト IDで
更新できません。

❖ 説明

障害によ り、 メ ッセージに示されているディ スク  グループが無効になり ました。 この事前に表示
されるエラー メ ッセージに、 問題の原因が示されています。 この警告メ ッセージは、 表示された
ディ スク  グループ内のディ スクが、 新しい Volume Managerのホス ト ID で更新できなかったこ と
を示しています。

この警告メ ッセージは、 vxdctl hostid を使用した場合にだけ表示されます。

❖ 対処法

通常、 一時的なエラーによってディ スク  グループが無効になった場合以外は、 無効になったディ
スク  グループを修復するこ とはできません。ディ スク  グループを最初から再構築する必要があ り
ます。 一時的なエラー （ケーブル接続の問題など） によってディ スク  グループが無効になってい
る場合は、 後からシステムを リブート しても、 システムに関する Volume Manager のホス ト ID が
変更されているため、 メ ッセージに示されているディ スク  グループは自動的にはインポート され
ません。 この場合、 vxdg import コマンドを -C オプシ ョ ンを指定して実行して、 ディ スク  グ
ループを直接インポート して ください。

ディスク グループ :ディスク グループのログが小さすぎます。

vxvm:vxconfigd:警告 : ディスク グループ グループ : ディスク グループのログが小さすぎま
す。
ログのサイズは少なくとも数値ブロック必要です。

❖ 説明

ディ ス ク  グループの現在の設定サイズに対して、 ディ ス ク  グループのログ領域が不足していま
す。 このメ ッセージの前には必ず、 データベース領域のサイズに関する メ ッセージが表示されま
す。 このメ ッセージは、 ディ ス ク  グループのインポー ト中のみ表示されます。 つま り、 新しい
データベース  オブジェク トの追加設定中にディ スクにアクセスするこ とができない場合です。 そ
の後、 ディ スクにアクセスできるよ うにな り、 システムが再起動されます。 

❖ 対処法

ログ領域を現在よ り大き く して、 グループ内のディ スクを再初期化する必要があ り ます （データ
をバッ クアップから リ ス ト アするこ とが必要です） 。 vxdisk （1M） マニュアル ページを参照し
て ください。 ディ スクをすべて再初期化するには、 関連付けられているグループからディ スクを
切り離し、 再初期化し、 その後で再度関連付けます。 グループのログ領域の変更を有効にするに
は、 ディ スク  グループをデポート してから再度インポート します。 
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ディスク グループ : 一部の設定コピーにエラーが発生しています : Disk, copy

vxvm:vxconfigd: 警告 : ディスク グループ グループ : 一部の設定コピーにエラーが発生して
います :Disk ディ スク , copy 番号 :[ブロック番号 ]:原因 ...

❖ 説明

ディ スク  グループのインポート中に、メ ッセージに示されているディ スク  グループの設定コピー
の中に、 これらのコピーが使用できな くなるよ う なフォーマッ ト またはエラーが含まれているも
のがあるこ とが判明しました。 このメ ッセージには、 未修正のエラーを含むすべての設定コピー
が、 適切な論理ブロ ッ ク番号も含めて表示されます。

❖ 対処法

このエラーが重大な問題にならないよ うに、 通常すべてのディ スク  グループに十分な設定コピー
が用意されています。 通常は処置を行う必要はあ り ません。

volbootファイルのエラー

vxvm:vxconfigd: 警告 : volbootファイルのエラー: 原因 エントリ : ディスク デバイス ディ
スク タイプ ディ スク情報

❖ 説明

/etc/vx/volboot ファ イルに無効なディ スク  エン ト リが含まれています。 このエラーは、 ファ
イルを直接編集した場合のみ発生します （たとえば viエディ タを使用）。

❖ 対処法

これな単なる警告メ ッセージです。 問題のエン ト リは、 次のコマンドを使用して削除するこ とが
できます。 

vxdctl rm disk デバイス

コミット ステータス リストをカーネルへ格納できません。

vxvm:vxconfigd: 警告 : コミット ステータス リストをカーネルへ格納できません : 原因

❖ 説明

Volume Managerの内部エラーです。 この警告メ ッセージは、 Volume Managerに不具合がある場合
に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。
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カーネル内の voldinfo領域を更新できません。

vxvm:vxconfigd: 警告 : カーネル内の voldinfo領域を更新できません : 原因

❖ 説明

Volume Managerの内部エラーです。 この警告メ ッセージは、 Volume Managerに不具合がある場合
に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

volbootファイル内のフィールドが長すぎます。

vxvm:vxconfigd: 警告 : volbootファイル内のフィールドが長すぎます : 
エントリ : ディスク デバイス  ディ スク タ イプ  ディ スク情報

❖ 説明

/etc/vx/volboot ファ イルに、Volume Managerでサポート されているサイズよ り大きいフ ィー
ルドを持つディ スク  エン ト リが含まれています。 このエラーは、 ファ イルを直接編集した場合の
み発生します （たとえば vi エディ タを使用）。

❖ 対処法

これな単なる警告メ ッセージです。 問題のエン ト リは、 次のコマンドを使用して削除するこ とが
できます。

vxdctl rm disk デバイス

カーネルからレコードを取得できません。

vxvm:vxconfigd: 警告 : カーネルからレコード レコード名 を取得できません : 原因

❖ 説明

Volume Managerの内部エラーです。 この警告メ ッセージは、 Volume Managerに不具合がある場合
に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。
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グループ : 仮想デバイス番号が重複しています :

vxvm:vxconfigd: 警告 : グループ グループ :仮想デバイス番号が重複しています : 
ボリューム ボ リ ュームはメジャー、 マイナーからメジャー、 マイナーへリマップされました。 ...

❖ 説明

メ ッセージに示されたディ スク  グループの設定で、デバイス番号が競合しています。ディ スク  グ
ループの設定には、 ディ スク  グループに属する各ボ リ ュームで使用する推奨デバイス番号が表示
されています。別々のディ スク  グループに属する 2つのボ リ ュームに同じ番号が表示されている
場合、 一方のボ リ ュームで別のデバイス番号を使用する必要があ り ます。 これを、 デバイス番号
の再割 り当てといいます。 再割り当ては、 ボ リ ュームを一時的に変更します。 ほかのディ スク  グ
ループをデポート してシステムを リブート した場合、 再割り当てされたボ リ ュームはその後再割
り当てされる こ とはあ り ません。 また、 一度再割り当てされたボ リ ュームは、 後にシステムを リ
ブート しても、 同じデバイス番号を再割 り当てされる とはかぎ り ません。

❖ 対処法

問題となっているディ スク  グループ内のすべてのボ リ ュームの番号を、 vxdg reminor を使用し
て、 付番し直します。 詳細については、 vxdg （1M） マニュアル ページを参照して ください。

内部トランザクションを実行できません。

vxvm:vxconfigd: 警告 : 内部トランザクションを実行できません : 原因

❖ 説明

Volume Manager に不具合がある場合に発生する問題です。 ただし、 メモ リが少ない場合に、 この
問題が発生するこ とがあ り ます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

グループをカーネルから削除できません。

vxvm:vxconfigd: 警告 : グループ グループをカーネルから削除できません : 原因

❖ 説明

Volume Managerの内部エラーです。 この警告メ ッセージは、 Volume Managerに不具合がある場合
に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。
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クライアントを VXVMライブラリで認識できません。

vxvm:vxconfigd: 警告 : クライアント番号を VXVMライブラリで認識できません

❖ 説明

Volume Managerの内部エラーです。 この警告メ ッセージは、 Volume Managerに不具合がある場合
に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

クライアントを認識できません

vxvm:vxconfigd: 警告 : クライアント番号を認識できません。

❖ 説明

Volume Managerの内部エラーです。 この警告メ ッセージは、 Volume Managerに不具合がある場合
に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

ライブラリと vxconfigdで、クライアントの存在認識が異なっています。

vxvm:vxconfigd: 警告 : ライブラリと vxconfigdで、クライアント番号の存在認識が異なって
います。

❖ 説明

Volume Managerの内部エラーです。 この警告メ ッセージは、 Volume Managerに不具合がある場合
に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。
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存在しないクライアントがライブラリで指定されています

vxvm:vxconfigd: 警告 : 存在しないクライアント番号がライブラリで指定されています

❖ 説明

Volume Managerの内部エラーです。 この警告メ ッセージは、 Volume Managerに不具合がある場合
に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

クライアントへ応答できません。

vxvm:vxconfigd: 警告 : クライアント番号へ応答できません : 原因

❖ 説明

Volume Managerの内部エラーです。 この警告メ ッセージは、 Volume Managerに不具合がある場合
に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

vold_turnclientを実行できません。

vxvm:vxconfigd: 警告 : vold_turnclient（番号）を実行できません。原因

❖ 説明

Volume Managerの内部エラーです。 この警告メ ッセージは、 Volume Managerに不具合がある場合
に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。 
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DMPのエラーのエラーのエラーのエラー メ ッセージメ ッセージメ ッセージメ ッセージ

 Path Failure detected by vxdmp driver

vxvm:vxdmp:注 : Path failure on <メジャー >/<マイナー >

❖ 説明

このメ ッセージは、 DMP ド ラ イバの制御下にあるパスに障害が発生した場合に表示されます。障
害が発生したパスのデバイス番号がメ ッセージの一部に表示されます。

❖ 対処法

なし。

 Load of sd driver failed

vxvm:vxdmp:注 : Could not load sd driver

❖ 説明

このメ ッセージは、 DMP ド ラ イバの制御下にあるパスに障害が発生した場合に表示されます。障
害が発生したパスのデバイス番号がメ ッセージの一部に表示されます。

❖ 対処法

なし。

 Install of sd driver failed

 vxvm:vxdmp:注 : Could not install sd driver

❖ 説明

初期化中、 vxdmp ド ラ イバは sd ド ライバの読み込みを試行します。 読み込みに失敗する と、 こ
のメ ッセージが表示されます。 

❖ 対処法

なし。
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 Can’t lock sd driver

vxvm:vxdmp:注 : could not lock sd driver

❖ 説明

vxdmp ド ライバの初期化中、sd ド ラ イバはアンロード されないよ うにロ ッ ク されます。このメ ッ
セージは、 sd ド ラ イバをロ ッ クできない場合に表示されます。 

❖ 対処法

なし。

 Load of ssd driver failed

vxvm:vxdmp:注 : Could not load ssd driver

❖ 説明

このメ ッセージは、 DMP ド ラ イバの制御下にあるパスに障害が発生した場合に表示されます。障
害が発生したパスのデバイス番号がメ ッセージの一部に表示されます。

❖ 対処法

なし。

 Install of ssd driver failed

vxvm:vxdmp:注 : Could not install ssd driver

❖ 説明

初期化中、 vxdmp ド ライバは ssd ド ラ イバの読み込みを試行します。読み込みに失敗する と、 こ
のメ ッセージが表示されます。 

❖ 対処法

なし。

 Can’t lock ssd driver

vxvm:vxdmp:注 : could not lock ssd driver

❖ 説明

vxdmp ド ラ イバの初期化中、 ssd ド ラ イバはアンロード されないよ うにロ ッ ク されます。 この
メ ッセージは、 ssd ド ラ イバをロ ッ クできない場合に表示されます。 
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❖ 対処法

なし。

Attempt to disable controller failed

vxvm:vxdmp:注 : Attempt to disable controller コン ト ローラ名 failed.Rootdisk 
has just one enabled path.

❖ 説明

ルート  ディ スクへのアクティブなパスが 1つしかあ り ません。このパスは無効にできません。ユー
ザが、 このパスを使用してアクセスできるコン ト ローラを無効にしよ う と しています。

❖ 対処法

このコン ト ローラを無効にするこ とはできません。

無効パスは DMPノードに属しています。

vxvm:vxdmp:注 : 無効パスパス  デバイス番号は DMP ノード  デバイス番号に属しています。

❖ 説明

メ ッセージに示されているデバイス番号を持つパスが、DMPデータベースに無効と して設定され
ています。このパスは、表示されているデバイス番号で示される DMP ノードによって制御されて
います。 この状態は、 ハード ウェア障害によって発生します。

❖ 対処法

このパスを リ カバ リする場合は、 関連するハード ウェアを確認して ください。

有効パスは DMPノードに属しています。

vxvm:vxdmp:注 : 有効パス パス  デバイス番号は DMP ノード  デバイス番号に属しています。

❖ 説明

メ ッセージに示されているデバイス番号を持つパスが、DMPデータベースに有効と して設定され
ています。このパスは、表示されているデバイス番号で示される DMP ノードによって制御されて
います。 この状態は、 以前に無効にしたパスが修復され、 ユーザが実行した vxdctl （1M） コマ
ンド または自動処理によ り DMPデータベースが再構築された場合に発生します。

❖ 対処法

なし。
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無効 dmpnode

vxvm:vxdmp:注 : 無効 dmpnode DMP ノード  デバイス番号

❖ 説明

メ ッセージに示されているデバイス番号を持つ DMP ノードが、 DMPデータベースに無効と して
設定されています。 以後、 このノードに入出力するこ とはできません。 この状態は、 DMP ノード
によって制御されるすべてのパスが無効状態であ り、 結果と してアクセスできない場合に発生し
ます。

❖ 対処法

ハード ウェアを点検するか適切なコン ト ローラを有効にして、この DMP ノードへのパスを少なく
と も １つ有効にします。 これによ り、 メ ッセージに示されている DMP ノードが有効になり ます。

有効 dmpnode

vxvm:vxdmp: 注 : 有効 dmpnode DMP ノード  デバイス番号

❖ 説明

メ ッセージに示されているデバイス番号を持つ DMP ノードが、 DMPデータベースに有効と して
設定されています。 このノードへの入出力が可能になり ました。 この状態は、 DMP ノードによっ
て制御されるパスが少なく と も １つ有効になった場合に発生します。

❖ 対処法

なし。

Disabled controller connected to a disk array

vxvm:vxdmp:注 : disabled controller コン ト ローラ名 connected to disk array ディ
スク  アレイ  シ リ アル番号

❖ 説明

メ ッセージに示されたディ ス ク  アレイに接続されているコン ト ローラを通るすべてのパスが無
効状態です。 この状態は、 ユーザが保守作業のために特定のコン ト ローラを無効にした場合に発
生します。

❖ 対処法

なし。
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Enabled controller connected to a disk array

vxvm:vxdmp:注 : enabled controller コン ト ローラ名 connected to disk array ディ ス
ク  アレイ  シ リ アル番号

❖ 説明

メ ッセージに示されたディ ス ク  アレイに接続されているコン ト ローラを通るすべてのパスが有
効状態です。 この状態は、 ユーザが特定のコン ト ローラを有効にした場合に発生します。

❖ 対処法

なし。

Removed disk array

vxvm:vxdmp:注 : removed disk array ディ スク  アレイ  シ リ アル番号

❖ 説明

メ ッセージに示されているディ ス ク  アレイがホス トから切断されたか、 または何らかのハード
ウェア障害によ りそのディ スク  アレイからホス トにアクセスできな くな り ました。

❖ 対処法

なし。

Added disk array

vxvm:vxdmp:注 : added disk array ディ スク  アレイ  シ リ アル番号

❖ 説明

メ ッセージに示されている新規ディ スク  アレイがホス トに追加されました。

❖ 対処法

なし。

使用できないコントローラを有効にしようとしています。

vxvm:vxdmpadm:エラー : 使用できないコントローラを有効にしようとしています。

❖ 説明

このメ ッセージは、 稼動していないか物理的に存在していないコン ト ローラを有効にしよ う と し
た場合に、 vxdmpadm ユーティ リ テ ィによって表示されます。 コン ト ローラを有効にするには、
オペレーティング システムでコン ト ローラが認識され、 それらを使って入出力が実行できる必要
があ り ます。
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❖ 対処法

ハード ウェアを確認して、 コン ト ローラが存在し、 それを使って入出力が可能である こ とを確認
して ください。

使用できないコントローラを有効にしようとしています。

vxvm:vxdmpadm:エラー : 使用できないコントローラを有効にしようとしています。

❖ 説明

このメ ッセージは、 稼動していないか物理的に存在していないコン ト ローラを有効にしよ う と し
た場合に、 vxdmpadm ユーティ リ テ ィによって表示されます。 コン ト ローラを有効にするには、
オペレーティング システムでコン ト ローラが認識され、 それらを使って入出力が実行できる必要
があ り ます。

❖ 対処法

ハード ウェアを確認して、 コン ト ローラが存在し、 それを使って入出力が可能である こ とを確認
して ください。

Attempt to start the restore daemon that is already running

vxvm:vxdmpadm:ERROR:The VxVM restore daemon is already running.To change any 
of its parameters, stop and restart the restore daemon with the new set of 
arguments.

❖ 説明

vxdmpadm ユーティ リ ティは、 リ ス ト ア デーモンの実行中に vxdmpadm start restore コマ
ンドが実行された場合にこのエラー メ ッセージを返します。

❖ 対処法

リ スト ア  デーモンを停止します。 必要なパラメ ータを指定してリ スト ア  デーモンを再起動します。

Attempt to disable the last enabled path to a device

vxvm:vxdmpadm:ERROR:Attempt to disable controller failedOne (or more) 
devices can be accessed only through this controller.Use the -f option if you 
still want to disable this controller.

❖ 説明

このコン ト ローラを無効にする と、 一部のデバイスにアクセスできな くなるこ とがあ り ます。
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❖ 対処法

ディ スクに接続しているパスだけを無効にするには、 -fオプシ ョ ンを指定します。

クラスタのエラークラスタのエラークラスタのエラークラスタのエラー メ ッセージメ ッセージメ ッセージメ ッセージ

この節では、 ク ラスタ環境の Volume Manager で発生する可能性のある、 エラー メ ッセージを列挙し
て説明します。 各エラー メ ッセージご とに、 意味を説明し、 対応措置を提示します。 

注注注注 これらのメ ッセージの中には、 コンソール上に表示されるものもあれば、 vxclust によって返
されるものもあ り ます。

クラスタ処理中のエラー 

❖ 説明

ク ラスタの現在の状態と矛盾する処理が行われた可能性があ り ます。 たとえば、 スレーブから共
有ディ スク  グループをインポート またはデポート しよ う と したこ とが挙げられます。vxclustの
コマンドが予想外の順序で実行された場合も、 このメ ッセージが表示される可能性があ り ます。 

❖ 対処法

該当の処理が現在の環境で可能であるこ とを確認して ください。

スレーブ ノード上にディスクがありません。 

❖ 説明

スレーブ ノードから共有ディ スクを見つけるこ とができません。 このメ ッセージに続けて、 次の
syslog メ ッセージが表示されます。 

vxvm:vxconfigd ディスク ディ スクが見つか り ません。

❖ 対処法

両方のノード上で同じ一組の共有ディ スクをオンラインにするよ うにして ください。

vxdisk list コマンドを使用して、マスタ と スレーブの両方のディ スクを調べ、両方のノード上
で shared フラグが付けられた同じ一組のディ スクが認識されているこ とを確認して ください。
このディ スクが認識されていない場合は、 ディ スクの接続をチェ ッ ク して ください。
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ディスクは別のクラスタが使用中です。 

❖ 説明

ディ スク  グループをインポート しよ う と したが、そのディ スク  グループにはほかのクラスタの ID
が印されています。 

❖ 対処法

そのディ スク  グループがほかのクラスタによってインポート されていなければ、 -C （インポート
のク リ ア） フラグを付けてインポート してみてください。 

vxclustがありません。 

❖ 説明

ク ラスタにノードを追加する最中にエラーが発生したため、 vxclustが異常終了しました。ほか
のノードをク ラスタに追加する最中に発生したエラーまたは vxclustのエラーによって、このエ
ラーが引き起こ された可能性があ り ます。

❖ 対処法

追加を再試行してください。 ほかのノード上のエラー メ ッセージが問題の解明に役立つ可能性も
あ り ます。

クラスタ用のポータルを追加できません。 

❖ 説明

ほかのノード上の vxconfigd と通信するためのポータルを、vxconfigdが作成できませんでし
た。 システムが縮退モードに入っていて、 システム  リ ソース （メモ リやファ イル ディ スク リプタ
など） が不足している場合、 このエラーが発生する可能性があ り ます。

❖ 対処法

システムが縮退モードに入っていない場合は、 vxconfigd をいったん停止してから再起動して、
再試行してください。

ボリュームをリカバリしています。

❖ 説明

ノードがク ラ ッシュしましたが、 DRL マップの リ カバ リ  マップへのマージが完了しないうちに、
そのノードのク ラスタへの追加が再試行されました。
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❖ 対処法

マージ処理が完了した後で、 追加を再試行してください。 

マイナー番号 # を割り当てられません。 

❖ 説明

スレーブをク ラスタに追加しよ う と しましたが、 スレーブ上にある既存のボ リ ュームのマイナー
番号がマスタ上の共有ボ リ ュームと同じです。 

このメ ッセージに続けて、 次のコンソール メ ッセージが表示されます。 

警告警告警告警告 vxvm:vxconfigd マイナー番号 ### のディ スク  グループ グループは使用中です。

❖ 対処法

vxdg reminor diskgroup ### （マニュアル ページの vxdg （1M） を参照） を使用して、 マスタ上
のディ スク  グループまたはスレーブ上の競合するディ スク  グループに、新しいマイナー番号の範
囲を割 り当ててください。 それから ノードの追加を再試行します。 そのディ スク  グループ内に開
かれているボ リ ュームがある場合は、 明示的にまたはシステムの再起動を通じてディ スク  グルー
プをデポート して更新するまで、 マイナー番号の再付番処理は効力を発揮しません。

マスタがデータを送信しません。  

❖ 説明

スレーブを追加するプロ ト コルにおいて、 データのないメ ッセージが受け取られました。 そのよ
うなメ ッセージが出された原因はプログラ ミ ング上のエラーと しか考えられません。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。 

結合しています。 

❖ 説明

ク ラスタの再構成中に、共有ディ スク  グループのインポート またはデポートの試行が行われまし
た。 

❖ 対処法

後で再試行してください。 
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現在結合操作は実行できません。 

❖ 説明

マスタの用意が整っていないうちに、 ク ラスタにスレーブが追加されよ う と しました。 この処理
は自動的に再試行されます。 再試行に成功する と、 次のメ ッセージが表示されます。 

vxclust:slave join complete

❖ 対処法

結果と して追加が完了すれば、 何の措置も必要あ り ません。 追加が完了しない場合は、 マスタ上
のクラスタ  モニタを調査して ください。 

ディスクはほかのホストが予約済みです

❖ 説明

ディ スクをオンライン化し よ う と しましたが、 そのディ スクのコン ト ローラがほかのホス トに予
約されています。

❖ 対処法

何の措置も必要あ り ません。 ク ラスタ  マネージャはディ ス クを解放し、 Volume Manager はその
ノードがク ラスタに追加されたと きにオンライン化します。

Group exists 

vxvm:vxconfigd:group グループ exists

❖ 説明

スレーブをク ラスタに追加しよ う と しましたが、 スレーブ上の専有ディ スク  グループのひとつと
名前が同じ共有ディ スク  グループが既にク ラスタ内に存在します。

❖ 対処法

vxdg newname コマンドを使用して、マスタ上にある共有ディ スク  グループまたはスレーブ上の
専有ディ スク  グループの名前を変更します。
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プレックスはボリュームから切断されました。 

警告 :vxvm:vxio:プレックス プレッ クスはボリューム ボ リ ュームから切断されました。
NOTICE:vol_kmsg_send_wait_callback:got error 22
NOTICE:commit:NOTE:Reason found for abort:code=6

❖ 説明

スレーブ上でプレッ クスを切り離す処理中に、これらのメ ッセージが表示されるこ とがあ り ます。

❖ 対処法

これらのメ ッセージは参考情報を示すだけですので、ユーザは何も措置を取る必要はあ り ません。

Read error on Plex of shared volume; Plex detached from volume 

WARNING:vxvm:vxio:read error on Plex プレッ クス of shared volume ボ リ ューム 
offset 10 length 1
WARNING:vxvm:vxio:Plex プレッ クス detached from volume ボ リ ューム
NOTICE:commit:NOTE:Reason found for abort:code=2
NOTICE:ktcvm_check:sent to slave node:node=1 mid=196

❖ 説明

マスタ上でプレッ クスを切り離す処理中に、 これらのメ ッセージが表示されるこ とがあ り ます。

❖ 対処法

これらのメ ッセージは参考情報を示すだけですので、ユーザは何も措置を取る必要はあ り ません。

Return from cluster_establish is Configuration daemon error 242 

❖ 説明

ク ラスタにノードを追加できなかった場合、 またはク ラスタへのノードの追加に長時間かかる場
合に、 このエラー メ ッセージが表示されるこ とがあ り ます。 このエラーが発生しても、 処理は自
動的に再試行されます。

❖ 対処法

 追加処理が遅く ても、あるいは結果的に再試行に成功すれば、何も措置を取る必要はあ り ません。
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vxconfigdが見つかりません。

❖ 説明

vxconfigdデーモンが稼働していません。

❖ 対処法

vxconfigdデーモンを再起動します。

vxconfigdの準備ができていません。 

node #:vxconfigd is not communicating properly

❖ 説明

vxconfigdデーモンが適切に応答しません。

❖ 対処法

vxconfigdデーモンを停止して再起動します。

vxiod count must be above # to join cluster

ERROR:vxiod count must be above 5 to join cluster

❖ 説明

Volume Managerのカーネル デーモン数 （vxiod） が、 ク ラスタの追加に必要な最低数に達してい
ません。 

❖ 対処法

vxiod を使用してデーモンの数を増やしてください。

Insufficient DRL log size:logging is disabled.

❖ 説明

DRL ログ サイズが不十分なボ リ ュームが起動されました。 このボ リ ュームは起動できましたが、
DRLは無効とな り、 ボ リ ューム全体がリ カバ リ されます。 

❖ 対処法

十分なサイズがある新しい DRL を作成して ください。
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This node was running different CM. Please Reboot.

❖  説明

VxVM は、 さまざまなク ラスタ  マネージャの管理下でのクラスタ リ ングをサポート しています。
ただし、 一度ノードが特定のクラスタ  マネージャ下でク ラスタに追加される と、 リブート される
まではほかのク ラスタ  マネージャ下で リブートできません。

❖ 対処法

別のク ラスタ  マネージャ下でクラスタを起動する必要のある場合は、ホス ト  マシンを リブート し
て ください。

Clustering license restricts operation

❖ 説明

ク ラスタ機能の完全ライセンスを必要とする操作が試行されましたが、 ラ イセンスが無効です。

❖ 対処法

ディ スク  グループがアクティブなと きにこのエラーが発生した場合は、ディ スク  グループをアク
ティブ化する前に、 1 つを残してすべてのプレッ クスの ミ ラー ボ リ ュームに対する関連付けを解
除して ください。 ト ランザクシ ョ ン中にエラーが発生した場合は、 マスタ以外のすべてのノード
上でディ スク  グループを非アクティブ化して ください。

Node activation conflict

❖ 説明

ディ ス ク  グループがク ラスタ内の別のノード上で競合するモードでアクテ ィブ化されているた
め、 アクティブ化できませんでした。

❖ 対処法

後で再試行するか、 競合している ノード上のディ スク  グループを非アクテ ィブ化して ください。

 Incorrect protocol version num in volboot file

❖ 説明

VxVM ソフ ト ウェアが正し く アップグレート されていない場合、または volboot ファ イルが破損し
ている場合に、 ノードをク ラスタに追加しよ う とする と、 このメ ッセージが表示されます。

❖ 対処法

vxdctl protocolversion を使用してサポート されている ク ラスタのプロ ト コル バージ ョ ンを確認し
て ください。 また、 必要に応じて、 Volume Manager を再インス トールして ください。
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Retry rolling upgrade

❖  説明

ト ランザクシ ョ ン処理中に、 ク ラスタを新しいプロ ト コル バージ ョ ンにアップグレード しよ う と
しました。

❖ 対処法

後で再試行してください。

Version out of range for at least one node

❖  説明

ク ラスタ内の 1つ以上のノードが、 アップデート されたプロ ト コル バージ ョ ンをサポート してい
ません。

❖ 対処法

VxVM の最新バージ ョ ンがク ラスタ内のすべてのノードにインス トールされているこ とを確認し
て ください。

Upgrade operation failed:Version out of range for at least one node

❖ 説明

vxdctl upgrade を実行してク ラスタをアップグレードするには、すべてのノードが新しいプロ
ト コル バージ ョ ンをサポート している必要があ り ます。新しいプロ ト コル バージ ョ ンをサポート
していないノードが 1つでもあれば、 アップグレードは失敗します。

❖ 対処法

新しいプロ ト コル バージ ョ ンをサポート している VxVM パッケージがすべてのノードにインス
トールされているこ とを確認し、 再度アップグレードを実行して ください。

Upgrade operation failed:Error in cluster processing

❖ 説明

ク ラスタ  プロ ト コルのアップグレードはマスタ  ノード上で実行する必要があ り ます。 スレーブ
ノードからは実行できません。

❖ 対処法

vxdctl upgrade コマンドをマスタ  ノード上で再試行してください。
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CVM protocol version out of range

❖ 説明

ノードがク ラスタに追加される と きは、volboot ファ イルに保存されているプロ ト コル バージ ョ
ンで追加されます。 ク ラスタが別のプロ ト コル バージ ョ ンで実行中の場合は、 マスタは追加を拒
否し、 現在のプロ ト コル バージ ョ ンをスレーブに送り ます。 追加する ノードがこのバージ ョ ンを
サポート している場合は、 スレーブは現在のバージ ョ ンで再試行しますが、 それ以外の場合は、
追加に失敗します。

❖ 対処法

追加する ノードに、現在のクラスタのプロ ト コル バージ ョ ンをサポート している VxVM リ リース
がインス トールされているこ とを確認して ください。

ERROR:upgrade operation failed:Already at highest version

❖ 説明

このメ ッセージは、 マスタがサポート している最新のプロ ト コル バージ ョ ンでク ラスタが既に実
行中であるために、 アップグレードが失敗したこ とを示しています。

❖ 対処法

マスタがサポート している最新のプロ ト コル バージ ョ ンで既に実行中であるため、処置を行う必
要はあ り ません。

Not in cluster

❖ 説明

vxdctl protocolversionによる現在のプロ ト コル バージ ョ ンのチェッ クは、ノードがク ラス
タ内にある場合のみ有効です。

❖ 対処法

ノードをク ラスタに追加し、 再試行してください。

Incorrect protocol version (15) in volboot file.

❖ 説明

volboot ファ イルに不正なプロ ト コル バージ ョ ンが含まれています。破損または手動で編集され
た可能性があ り ます。 ノードをク ラスタに追加するには、 volboot ファ イルにサポート されてい
るプロ ト コル バージ ョ ンが含まれている必要があ り ます。
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❖ 対処法

vxdctl init を実行して ください。 これによって、 有効なプロ ト コル バージ ョ ンが volboot
ファ イルに書き込まれます。 vxconfigd を再起動し、 も う一度追加してください。

Upgrade operation failed:Retry rolling upgrade

❖  説明

アップグレード中は、 ト ランザクシ ョ ンを実行できません。

❖ 対処法

後でアップグレードを再試行してください。

カーネルのエラーカーネルのエラーカーネルのエラーカーネルのエラー メ ッセージメ ッセージメ ッセージメ ッセージ

カーネル レベルのエラー メ ッセージを以下に説明します。 

カーネルの通知メ ッセージカーネルの通知メ ッセージカーネルの通知メ ッセージカーネルの通知メ ッセージ

カーネルに関する通知メ ッセージを説明します。

Can’t open disk in group

vxvm:vxio:注 :Can’t open disk ディ スク in group ディ スク  グループ .If it is 
removable media (like a floppy), it may not be mounted or ready.Otherwise, 
there may be problems with the drive.Kernel error code 番号

 

❖ 説明

メ ッセージに示されているディ ス ク  グループ内のメ ッセージに示されているディ ス クにアクセ
スできません。

❖ 対処法

 そのディ スクが存在しているこ と、 電源が入っているこ と、 システムで認識されているこ とを確
認して ください。
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Can’t close disk in group

vxvm:vxio:注 :Can’t close disk ディ スク in group ディ スク  グループ . If it is 
removable media (like a floppy), it may have been removed.Otherwise, there 
may be problems with the drive.Kernel error code 共有領域エラー /占有領域エラー

❖ 説明

 ディ スクを閉じる操作が失敗するこ とはないため、 通常、 このよ う な問題が発生するこ とはあ り
ません。

❖ 対処法

なし。

Read error on object of mirror in volume corrected

vxvm:vxio:注 :read error on object サブディ スク of mirror plex in volume ボ
リ ューム (start オフセッ ト , length サイズ ) corrected.

 

❖ 説明

読み取 りエラーが発生したため、 代替ミ ラーが読み取られて、 障害の発生している領域に上書き
されました。 この上書きが成功し、 ディ スク上のデータが修正されました。

❖ 対処法

処置を行う必要はあ り ません。 問題は自動的に解決されました。 ただし、 管理者はこのエラーに
注目する必要があ り ます。 同じ領域で何度も頻繁に問題が発生する場合、 このエラーはよ り重大
な問題の存在を示している可能性があ り ます。 適当な機会にディ スクをフォーマッ ト し直した方
が良いでし ょ う。

 文字列 on volume device in disk group

vxvm:vxio:注 :文字列 on volume device_ # (デバイス名 ) in disk group グループ名

 

❖ 説明

Volume Manager上で実行されているアプリケーシ ョ ンによって、 このエラー メ ッセージが表示さ
れました。

❖ 対処法

 詳細については、 該当するアプ リケーシ ョ ンのマニュアルを参照して ください。
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カーネルのエラー メ ッセージ
カーネルの警告メ ッセージカーネルの警告メ ッセージカーネルの警告メ ッセージカーネルの警告メ ッセージ

カーネルに関する警告メ ッセージを説明します。

Received spurious close

vxvm:vxio:警告 :Device メジャー , マイナー :Received spurious close

 

❖ 説明

開かれていないオブジェク ト を閉じる要求が受け付けられました。 このエラー メ ッセージは、 オ
ペレーティング システムで開く /閉じる操作が正し く認識されていない場合にのみ表示されます。

❖ 対処法

 システムによ り処理が継続されるため、 処置を行う必要はあ り ません。

Failed to log the detach of the DRL volume

vxvm:vxio:警告 :Failed to log the detach of the DRL volume ボ リ ューム

❖ 説明

DRLボリ ュームのデータが失われたこ と を示すカーネル ログ  エント リ の書き込みに失敗しました。
カーネル ログに空きがなくなったか、 ド ラ イブへの書き込みエラーが原因です。 問題のボ リ ュー
ムは切り離されます。

❖ 対処法

問題が一時的でない場合、 ログ障害に関するメ ッセージは致命的である可能性があり ます。 ただし、
カーネル ログには冗長性が十分に確保されているので、 このよ うなエラーは滅多に起り ません。

問題が一時的ではない場合 （たとえば、 ド ラ イブが修復できず、 データを失わずにオンラインに
復帰できない場合） 、 ディ ス ク  グループを最初から作成し直し、 バッ クアップからすべてのボ
リ ュームを リ ス ト アする必要があ り ます。 問題が一時的な場合でも、 問題の解決後にシステムを
リブートする必要があ り ます。

エラー メ ッセージがディ スク  ド ラ イバに起因する場合、 ディ スク  エラーが原因でログの最後の
コピーが失敗したこ とが考えられます。 ディ スク  グループ内のエラーが発生したド ラ イブを交換
する必要があ り ます。 そして、 新しいド ラ イブでログを再初期化します。 その後、 エラーが発生
したド ライブをアクティブにし、 データを リ カバ リするこ とができます。
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DRL volume is detached

vxvm:vxio:警告 :DRL volume ボ リ ューム is detached

 

❖ 説明

DRL のログ エン ト リに書き込みができないため、 DRL ボ リ ュームが切り離されました。 これは
メディアの障害が原因と考えられます。 この場合、 ほかのエラーについてコンソールに記録され
ている可能性があ り ます。

❖ 対処法

DRL ログが含まれているボ リ ュームは稼動しつづけます。DRL を修復する前にシステムが停止し
た場合は、 ボ リ ューム全体を リ カバ リする必要があ り ます。 この リ カバ リ処理はシステムの再起
動時に自動的に行われます。 DRL機能を リ カバ リするには、 vxassist addlog コマンドを使用
してボ リ ュームに新しい DRL ログを追加します。

Read error on mirror of volume

vxvm:vxio:警告 :read error on mirror プレッ クス of volume ボ リ ューム offset オフ
セッ ト  length サイズ

 

❖ 説明

ミ ラーの読み取り中にエラーが検出されました。 このエラーへの対処法が後続のエラー メ ッセー
ジに示される可能性があ り ます。

❖ 対処法

ボ リ ュームが ミ ラーリ ングされている場合は、 障害が発生した ミ ラーに代替ミ ラーのデータが書
き込まれるため、 この時点で処置を行う必要はあ り ません。 メディア障害の修復には、 多くの場
合 ミ ラーリ ングで十分対処できます。 このエラーが頻繁に発生するのにプレッ クスが切り離され
ない場合は、 メ ッセージに示されている位置にマージン領域がある可能性があ り ます。 このディ
スクからデータを削除してから （vxevac （1M） マニュアル ページを参照） 、 ド ラ イブをフォー
マッ ト し直す必要があ り ます。ボ リ ュームが ミ ラーリ ングされていない場合、 このメ ッセージは、
一部に読み取るこ とができないデータがあるこ とを示しています。 データの読み取 り を行ってい
るファ イル システムまたはアプ リケーシ ョ ンによって、 さ らにメ ッセージが表示される場合があ
り ますが、 いずれにしろデータは失われます。 必要に応じて、 ボ リ ュームを部分的に修復し、 別
の位置に移動するこ とができます。
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Write error on mirror of volume offset length

vxvm:vxio:警告 :write error on mirror プレッ クス of volume ボ リ ューム offset オフ
セッ ト  length サイズ

 

❖ 説明

ミ ラーへの書き込み中にエラーが検出されました。ボ リ ュームが ミ ラーリ ングされている場合は、
通常、このエラー メ ッセージに続いて、切り 離しが行われたこ と を示すメ ッセージが表示されます。 

❖ 対処法

エラーが発生しているディ スクでは、 書き込まれたデータを正常に記録できません。 ボ リ ューム
が ミ ラーリ ングされていない場合、データを削除してディ スクをフォーマッ ト し直して ください。
ボ リ ュームが ミ ラーリ ングされている場合は、 ボ リ ュームが切り離されます。 その後で、 ディ ス
クを交換またはフォーマッ ト し直す必要があ り ます。

このエラーが頻繁に発生するのにプレッ クスが切り離されない場合は、 メ ッセージに示されてい
る位置にマージン領域がある可能性があ り ます。 このデ ィ ス クからデータ を削除し てから
（vxevac （1M） マニュアル ページを参照）、 ド ラ イブをフォーマッ ト し直す必要があ り ます。

オブジェクトはボリューム から切断されました。

vxvm:vxio:警告 :オブジェクト プレッ クス  はボリューム ボ リ ュームから切断されました
 

❖ 説明

ミ ラード  コードによって修復不可能なエラーが検出され、 ミ ラー コピーが切り離されました。

❖ 対処法

データの冗長性を リ カバ リするには、 別の ミ ラーを追加する必要があ り ます。 可能な場合は、 障
害が発生したディ スクを取 り出してフォーマッ ト し直して ください。 ド ラ イブが完全に故障して
いる場合は、 交換する必要があ り ます。

Overlapping mirror detached from volume

vxvm:vxio:警告 :Overlapping mirror プレッ クス detached from volume ボ リ ューム

❖ 説明

ミ ラード  ボ リ ューム中の最後の完全なプレッ クスにエラーが発生しました。 この場合、 障害が発
生した領域をマップしている空き領域のある ミ ラーをアクセスできないよ うに切り離し、 障害が
発生した領域と一致しないよ うにする必要があ り ます。このメ ッセージは、このよ うな重複ミ ラー
が検出され、 切り離しが行われているこ とを示しています。
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❖ 対処法

直接処置を行う必要はあ り ません。 このメ ッセージは、 ボ リ ューム内の障害が発生した領域にあ
るデータにアクセスできな くな り、 そのデータの冗長性を確保するこ とができな くなったこ とを
示しています。

Kernel log full

vxvm:vxio:警告 :Kernel log full: ボ リ ューム detached

❖ 説明

カーネル ログに空き領域がないため、プレッ クスを切り離すこ とができませんでした。このため、
ミ ラー ボ リ ュームが切り離されます。

❖ 対処法

この問題が発生するこ とはほとんどあ り ません。切り離されたボ リ ュームに対する唯一の処置は、
システムを リブートするこ とです。

Kernel log update failed

vxvm:vxio:警告 :Kernel log update failed: ボ リ ューム detached

❖ 説明

カーネル ログをディ スクにフラ ッシュするこ とができなかったため、 プレッ クスを切り離すこ と
ができませんでした。 このため、 ミ ラー ボ リ ュームが切り離されます。 この問題は、 障害が発生
しているカーネル ログが含まれているすべてのディ スクによって発生します。

❖ 対処法

カーネル ログが再び機能するよ うに、 障害が発生したディ スクを修復して ください。

RAID-5ボリュームを切断しています。

vxvm:vxio:警告 :RAID-5ボリューム RAID ボ リ ュームを切断しています。

❖ 説明

RAID-5 ボ リ ュームに障害が重複して発生しているこ とがカーネルで検出されたか、その他の致命
的なエラーが原因で、 ディ スク  アレイを引き続き使用するこ とができなくな り ました。
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❖ 対処法

コン ト ローラまたは電源における問題が原因で複数のド ラ イブが損傷を受けた場合、 ディ スクを
も う一度システムに接続して、vxrecoverユーティ リ ティを使用してディ スクを リ カバ リする必
要があ り ます。 コンソールに表示されるほかのメ ッセージを参照して、 このエラーについての詳
細を確認して ください。

オブジェクトは RAID-5ボリュームから切断されました。

vxvm:vxio:警告 :オブジェクト サブディ スク  は RAID-5ボリューム RAID ボ リ ュームから切断さ
れました。 at column カラム offset オフセッ ト

 

❖ 説明

メ ッセージに示されているカラム番号とオフセッ トで、 サブディ スクが RAID-5 ボ リ ュームから
切り離されました。 ディ スクの故障、 またはそのディ スクで発生している修復不可能なエラーが
原因と考えられます。

❖ 対処法

コンソールに表示されるほかのメ ッセージを参照して、 エラーの原因を究明して ください。 ディ
スクが故障している場合は、 できる限りそのディ スクを交換して ください。

RAID-5 volume entering degraded mode operation

vxvm:vxio:警告 :RAID-5 RAID ボ リ ューム entering degraded mode operation
 

❖ 説明

このメ ッセージは、 修復不可能なエラーが原因でサブディ スクが切り離された場合に表示されま
す。 この場合、要求されたデータを提供するディ スクがすべて存在しているわけではあ り ません。
代わりに、ディ スク  アレイの各ス ト ラ イプのデータを再生成するためにパリティー リージ ョ ンが
必要とな り ます。 このため、 データ  アクセスにかかる時間が長く な り、 ス ト ラ イプ内のすべての
ド ライブを読み取るこ とにな り ます。

❖ 対処法

コンソールに表示されるほかのメ ッセージを参照して、 エラーの原因を究明して ください。 ディ
スクが故障している場合は、 できるだけそのディ スクを交換して ください。
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Double failure condition detected on RAID-5 volume

vxvm:vxio:警告 :Double failure condition detected on RAID-5 RAID ボ リ ューム
 

❖ 説明

ディ ス ク  アレイ内の同じ層にある複数のカラムにおいて入出力エラーが発生した場合、 重複エ
ラーとな り ます。コン ト ローラのエラーが発生したために複数のド ライブが使用不可能になった、
撤退モードのまま長時間にわたって処理を続けたために第 2 ド ラ イブが破損した、 個別の 2台の
ド ライブで同時にエラーが発生した （発生率は低い） こ となどが原因と考えられます。

❖ 対処法

原因となっている状態を修復でき、 ド ラ イブも リ カバ リ できる場合は、 このエラーを解決するこ
とができます。 ボ リ ュームは、 vxrecover （1M） コマンドを使用して リ カバ リできます。

Failure in RAID-5 logging operation

vxvm:vxio:警告 :Failure in RAID-5 logging operation
vxvm:vxio:警告 :ログ オブジェクト オブジェク ト名 は RAID-5 ボ リ ュームから切断されました。

❖ 説明

RAID-5 ログに障害が発生して切り離された場合、 この 2つのメ ッセージが同時に表示されます。

❖ 対処法

RAID-5 ボ リ ュームに対する RAID-5 ロギングを復活するには、 新しいログ リージ ョ ンを作成し、
それをボ リ ュームに関連付けてください。

Stranded ilock on object

vxvm:vxio:警告 :check_ilocks:stranded ilock on オブジェク ト名 start オフセッ ト  
len サイズ

 

❖ 説明

Volume Managerの内部エラーです。 この警告メ ッセージは、 Volume Managerに不具合がある場合
に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。
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Overlapping ilocks 

vxvm:vxio:警告 :check_ilocks:overlapping ilocks: オフセッ ト  for length, オフセッ
ト  for サイズ

❖ 説明

Volume Managerの内部エラーです。 この警告メ ッセージは、 Volume Managerに不具合がある場合
に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。

Illegal vminor encountered

vxvm:vxio:警告 :Illegal vminor encountered

 

❖ 説明

このメ ッセージは、 設定情報を読み込む前に、 ルート  ボ リ ューム  デバイス以外のボ リ ューム デ
バイスが開かれている場合に表示されます。

❖ 対処法

処置を行う必要はあ り ません。ボ リ ューム  デーモン （vxconfigd） がボ リ ュームの構成の設定を
読み込む前に、 ボ リ ューム  デバイスへのアクセスが行われました。 通常のシステム起動時には、
このメ ッセージは表示されません。 何らかの操作が必要な場合は、 Volume Manager を起動し、 も
う一度その操作を行ってください。

Uncorrectable read error

vxvm:vxio:警告 : オブジェク ト タ イプ オブジェク ト名 block オフセッ ト :Uncorrectable 
read error

 

❖ 説明

メ ッセージに示されているオブジェク トからの読み取 り または書き込みに失敗しました。 アプ リ
ケーシ ョ ンにエラーが返されます。

❖ 対処法

このメ ッセージが表示された場合、 データは失われています。 データを リ ス ト アし、 障害が発生
したメディアを修理する必要があ り ます。 障害が発生したオブジェ ク トの種類に応じて、 適切な
リ カバ リ処理を行ってください。
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Uncorrectable read/write error

vxvm:vxio:警告 : オブジェク ト タ イプ オブジェク ト名 block オフセッ ト : 
Uncorrectable read error on オブジェク ト タ イプ オブジェク ト名 block オフセッ ト
vxvm:vxio:警告 : オブジェク ト タ イプ オブジェク ト名 block オフセッ ト : 
Uncorrectable write error on オブジェク ト タイプ オブジェク ト名 block オフセッ ト

❖ 説明

メ ッセージに示されているオブジェク トからの読み取 り または書き込みに失敗しました。 アプ リ
ケーシ ョ ンにエラーが返されます。 1つ前のメ ッセージと似ていますが、 このメ ッセージには、障
害が発生したオブジェク トについてよ り詳細な情報が示されます。

❖ 対処法

このメ ッセージが表示された場合、 データは失われています。 データを リ ス ト アし、 障害が発生
したメディアを修理する必要があ り ます。 障害が発生したオブジェ ク トの種類に応じて、 適切な
リ カバ リ処理を行ってください。

Root volumes are not supported on your PROM version

vxvm:vxio:警告 :Root volumes are not supported on your PROM version.

❖  説明

お使いの SPARC ハード ウェアの PROM にアクセスでき る必要があ り ます。 PROM が最新の
OpenBoot PROM でない場合は、 ルート  ボ リ ュームを使用するこ とができません。

❖ 対処法

ルート  ボ リ ュームを設定済みの場合、 vxunroot を実行するか、 /etc/system ファ イルから
rootdev 行を削除して、 できるだけ早く設定し直し、 ハード ウェアの製造元に PROM のアップ
グレードについてお問い合わせください。

Cannot find device number

vxvm:vxio:警告 :Cannot find device number for 起動パス

 

❖ 説明

メ ッセージに示されているブート  パスはシステムの PROMのパスです。有効なデバイス番号に変
換するこ とができません。

❖ 対処法

正しいブート  パスが PROMに設定されているこ とを確認します。
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mod_install returned エラー番号

vxvm:vxio:警告 :mod_install returned エラー番号

 

❖ 説明

vxio ド ライバを読み込むためにオペレーティング システムの mod_install()関数を呼び出そ
う と して、 呼び出しに失敗しました。

❖ 対処法

コンソールに表示されるほかのメ ッセージを参照して、 読み込みに失敗した原因を究明して くだ
さい。また、詳細はコンソール メ ッセージのログ  ファイルを参照してく ださい。このファイルには、
コンソールに表示されないメ ッセージも記録されています。 

subdisk failed in plex in volume

vxvm:vxio:警告 :サブディ スク  subdisk failed in plex プレッ ク ス in volume ボリ ューム

 

❖ 説明

カーネルでサブディ スク障害が検出されました。 これは、 下位のディ スクに障害が発生している
こ とを意味しています。

❖ 対処法

ディ スクに明白な問題 （ケーブルの引き抜きなど） をがないかど うかを調べて ください。 ホッ ト
リ ロケーシ ョ ンが有効な場合は、 ディ スクに障害が発生する と、 サブディ スクの障害は自動的に
対処されます。 

カーネルのパニックカーネルのパニックカーネルのパニックカーネルのパニック  メ ッセージメ ッセージメ ッセージメ ッセージ

カーネルに関するパニッ ク  メ ッセージを説明します。

Object association depth overflow

vxvm:vxio:PANIC:Object association depth overflow

 

❖ 説明

Volume Managerの内部エラーです。 この警告メ ッセージは、 Volume Managerに不具合がある場合
に表示されます。

❖ 対処法

詳細については、 カスタマ サポートにお問い合わせください。
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ディスクディスクディスクディスク  アレイの概要アレイの概要アレイの概要アレイの概要
 3

はじめにはじめにはじめにはじめに

この章では、 従来のディ スク  アレイ、 および使用可能なディ スク  アレイの一般的な概要
について紹介します。 この章では、 次の ト ピッ クについて説明します。

◆ ディ スク  アレイの概要

◆ マルチパス対応のディ スク  アレイ

ディスクディスクディスクディスク  アレイの概要アレイの概要アレイの概要アレイの概要

この節では、 従来のディ スク  アレイの概要について説明します。 

ディ スクは物理デバイスであるため、読み取り または書き込みを行う前にヘッ ドをディ ス
ク上の正しい位置に移動する時間を必要と します。そのため、ディ スクへの入出力処理に
は時間がかか り ます。すべての読み取り または書き込み操作が個々のディ スクに一度に 1
つずつ実行される と、読み取り または書き込みにはかな りの時間がかか り ます。 これらの
操作を複数のディ スク上で行う と、 時間を短縮できます。

ディ スク  アレイは、 1つまたは複数の仮想ディ スク （ボ リ ュームと も呼ばれる） と してシ
ステムからは見える、ディ スクの集ま りです。ディ スクを制御する ソフ ト ウェアによって
作成された仮想ディ スクは、 システムに対して物理ディ スク と同様に動作します。 物理
ディ ス クを扱 う アプ リ ケーシ ョ ンは、 ディ ス ク  アレイによって作成された仮想ディ スク
を使用してもまった く同じよ うに動作します。 

データはディ スク  アレイ内の複数のディ スクに分散されるため、 ディ ス クで入出力操作
を共有できます。入出力に複数のディ スクを使用する と、転送速度およびアレイの全体的
なスループッ トが向上するため、 入出力パフォーマンスが向上します。 
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ディ スク  アレイの概要
図 1に、 標準的なディ スク  アレイを示します。

図 1. 標準的なディスク  アレイ

RAID （（（（Redundant Arrays of Independent Disks））））
RAID （Redundant Array of Independent Disks） は、 記憶容量の一部を使用してディ スク  ア
レイ内に格納されたデータに関する重複した情報を格納するよ うに構成されたディ ス ク
アレイです。 この重複した情報によ り、ディ スクに障害が発生した場合に、データを再生
成できます。

RAIDには複数のレベルがあ り ます。 これらのレベルについて、 以下に説明します。

注注注注 Volume Managerでは、 RAIDのレベル 0、 1、 および 5のみをサポート します。 

Volume Manager での RAID の実装については、 『VERITAS Volume Manager Administrator’s
Guide』 の 「Volume Managerおよび RAID-5」 を参照して ください。

ディ スク 1 ディ スク 2 ディ スク 3 ディ スク 4

仮想ディ スク

オペレーティ ング システム

メ ンバ ディ スク

アレイ
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ディ スク  アレイの概要
RAID-0

冗長性は確保されませんが、 ス ト ラ イピングは RAID の 1形式とみなされ RAID-0 と呼ば
れるこ とがあ り ます。 Volume Manager のス ト ラ イピングの実装については、 『VERITAS
Volume Manager Administrator’s Guide』 の第 1章 「ス ト ラ イピング （RAID-0）」 を参照して
ください。 RAID-0 では、 データ転送速度および入出力スループッ トは高ま り ますが、 信
頼性および可用性は 1つのディ スクを使用する場合よ り も低下します。

RAID-1

ミ ラーリ ングは RAID-1 と呼ばれる RAIDの 1形式です。Volume Managerの ミ ラーリ ング
の実装については、 『VERITAS Volume Manager Administrator’s Guide』 を参照して くださ
い。 ミ ラーリ ングでは、元のプレッ クスおよびその ミ ラーを保存するために、同量のディ
スク容量を使用します。元のプレッ クスに書き込まれているすべての情報が、 ミ ラーにも
書き込まれます。 RAID-1 ではデータの冗長性が確保され、 物理的なディ スク障害の発生
時に、 データの損失を回避できます。

RAID-2

RAID-2 は、 ディ スク間でビッ ト ご とにデータをス ト ラ イピングし、 ハ ミングコードの確
認ビ ッ ト用に追加ディ スクを使用します。 RAID-2 については、 カ リ フォルニア州立大学
バークレー校の研究論文 『A Case for Redundant Arrays of Inexpensive Disks （RAID） 』 （デ
ビッ ド  A.パターソン、 ガース  ギブソン、 ランディ  H. カッツ共著。 1987年出版） で説明
されています。

RAID-2 ではエラーを検出しますが、エラーの修正は行いません。 また、 RAID-2は、大き
いサイズのシステム  ブロッ クを必要とするため、 使用が制約されます。

RAID-3

RAID-3 は、 パリテ ィー ディ スクを使用して冗長性を持たせます。 RAID-3 では、 アレイ
上の 1 つのディ スクを除くすべてのディ スクにまたがるス ト ラ イプにデータを分散しま
す。 次にパリ テ ィーを残 りのディ ス クにある対応するス ト ラ イプに書き込みます。 この
ディ スクをパリティー ディ スク と呼びます。
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ディ スク  アレイの概要
図 2に、 RAID-3ディ スク  アレイを示します。

図 2. RAID-3ディスク  アレイ
 

ユーザ データはデータ  ディ ス ク上にまたがってス ト ラ イピングされます。 パ リ テ ィー
ディ ス ク上の各ス ト ラ イプには、 データ  ディ ス クのディ スク上で実行された排他的論理
和 （XOR） 演算の結果値が記録されます。 ハード ウェアまたはソフ ト ウェアの障害によ
りディ スクの 1 つにあるデータにアクセスできな くなった場合、 パリテ ィー ディ スクを
使用して残りのデータ  ディ スクの内容を XOR演算するこ とによ りデータを リ ス ト アでき
ます。 障害ディ スク上のデータは XOR演算の結果から復元できます。

RAID-3 では通常、非常に小さいス ト ラ イプ ユニッ ト  サイズ （これまではス ト ラ イプ幅と
呼ばれていた） を使用します。ディ スクご とに 1バイ ト または 1 セクタ （ブロ ッ ク） とい
う小さいサイズを使用するこ と もあ り ます。

ディ スク 2 ディ スク 3 ディ スク 4

仮想ディ スク

オペレーティ ング システム

 コント ローラ

パリ ティ ー 
ディ スク

データ  ディ スク

ディ スク 1
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ディ スク  アレイの概要
図 3に、 RAID-3 アレイへのデータの書き込みを示します。

図 3. RAID-3へのデータの書き込み

ミ ラーリ ングでは、元のデータ と コピーに同じ容量のス ト レージを使用します。それと比
べて、 パリ ティー ディ スク  モデルでは使用するディ スク領域が少な くて済みます。

RAID-3 モデルは、多くの場合、 スピンドルの同期がとれているディ スク  デバイス と一緒
に適用されます。 これによってディ スクの回転が同期化され、回転遅延時間が一定にな り
ます。 このモデルは、 大規模なパラレル書き込みを行う と きに便利です。

RAID-3 タイプのパフォーマンスは、 RAID-5 を非常に小さなス ト ラ イプ ユニッ トで設定
するこ とで、 エ ミ ュレートできます。 RAID-5については後述します。

RAID-4

RAID-4 では、 独立アクセス  アレイを使用します （RAID-5 でも使用）。 このモデルでは、
1つの入出力処理を実行する と きに、通常、 アレイ上のすべてのディ スクにはアクセスし
ません。そのため、 このモデルでは、 アレイへの入出力のほとんどを単一ディ スクだけで
処理できる （読み取 り時） よ うに、 ス ト ラ イプ ユニッ ト  サイズを十分に大き く取り ます。

ディ スク 2ディ スク 1 ディ スク 3 ディ スク 4 パリ ティ ー 
ディ スク

ディ スク 1
へのデータ
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データ  ディ スク
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ディ スク  アレイの概要
アレイでは、 アレイ上のすべてのディ ス クにできるだけ入出力を均等に分散させる こ と
で、 高速なデータ転送率を実現しよ う と します。 RAID-3 では、 入出力の読み込みがデー
タ  ディ スクにわたって分散され （図 3 を参照）、 すべてのディ スク上で書き込みが実行さ
れます。データ  ディ スク上のデータはXOR演算され、その結果のパリティーがパリティー
ディ スクに書き込まれます。

RAID-4 では RAID-3 と同じ方法でデータを割り付けし、 パリ ティーを使用します。 つま
り、データをすべてのデータ  ディ スクにわたってス ト ラ イピングし、データを XOR演算
してパリティー ディ スク上の情報を求めます。RAID-3 と RAID-4の違いは、RAID-3が一
度にすべてのディ スクにアクセスするのに対し、 RAID-4 はディ スクご とに個別にアクセ
スするこ とです。 これによって、 RAID-4 アレイでは、 複数の入出力要求を同時に実行で
きますが （異なる メンバ ディ スクに向けられている場合）、 RAID-3 では一度に 1 つの入
出力要求しか実行できません。

RAID-4 では読み取りパフォーマンスの方が書き込みパフォーマンスよ り もはるかに優れ
ています。そのため、読み取 り入出力速度の速さを要求するアプ リケーシ ョ ンでの使用に
適しています。RAID-4のパフォーマンスは、小さな書き込みの割合が高いアプ リケーシ ョ
ンでは上り ません。

パ リ テ ィー ディ ス クは RAID-4 のパフォーマンスのボ トルネッ ク とな り ます。 これは、
データ  ディ スク上に同時に発生するすべての書き込みが、 パリティー ディ スクに書き込
む順番を待つ必要があるためです。 書き込みの割合が高いアプ リケーシ ョ ンでの RAID-4
アレイ全体の転送速度は、 パリ ティー ディ スクの転送速度によって制約されます。

RAID-4は、たった 1つのディ スク上にパリティーが集中するため、RAID-5 と比較する と
あま り有用とはいえません。

RAID-5

RAID-5 は RAID-4 と似ていて、 ス ト ラ イピングを使用してアレイ上のすべてのディ スク
にデータを分散し、 個別にアクセスを実行します。 ただし、 RAID-5 は、 パリティーが 1
つのパリ テ ィー ディ スクではな く、 アレイ上のすべてのディ スクにわたってス ト ラ イピ
ングされる という点で、RAID-4 とは異なり ます。 これによって、RAID-4 モデルにおける
単一のパリ テ ィー ディ スク書き込みによって生じる、 書き込みのボ トルネッ クが解消さ
れます。

図 4 に、 RAID-5 アレイ構成におけるパリティーの配置を示します。 各ス ト ラ イプは、 パ
リテ ィー ス ト ラ イプ ユニッ ト を含むカラム とデータを含むカラムで構成されます。 パリ
ティ ーはアレイ内のすべてのディ スクに分散されます。 それによって、 1 つのパリ ティ ー
ディ スクがデータを受け入れ可能になるまで待たずに、書き込むこ とができるため、大量
の独立した書き込みに必要な時間が短縮されます。
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マルチパス対応のディ スク  アレイ
図 4. RAID-5 モデルでのパリテ ィーの配置
 

RAID-5 の詳細と Volume Managerによる実装方法については、『 VERITAS Volume Manager
Administrator’s Guide』 の「 Volume Managerおよび RAID-5」 を参照してく ださい。

マルチパス対応のディスクマルチパス対応のディスクマルチパス対応のディスクマルチパス対応のディスク  アレイアレイアレイアレイ

ディ スク  アレイの中には、 ディ スク  デバイスにアクセスするために複数のポート を備え
ている ものがあ り ます。 これらのポートは、 HBA （Host Bus Adaptor） コン ト ローラ、 ア
レイローカル データ  バス、 および入出力プロセッサへと組み合わされ、 これらのハード
ウェアによ り、 ディ スク  デバイスへの複数のハード ウェア パスが形成されます。 このよ
うなディ スク  アレイは、 マルチパス対応のディ スク  アレイ と呼ばれ、 さまざまな構成で
ホス ト  システムに接続できます。たとえば、1つのホス ト上の異なるコン ト ローラに複数
のポート を接続するこ と、ホス ト上の 1つのコン ト ローラを通じてポート を直列接続する
こ と、 異なるホス トに複数のポート を同時に接続するこ となどが可能です。

マルチパス対応のディ スク  アレイは、アクティブ / アクテ ィブ状態とアクティブ /パッシ
ブ状態のいずれかの種類に分類されます。

アクテ ィブアクテ ィブアクテ ィブアクテ ィブ /パッシブ型のディスクパッシブ型のディスクパッシブ型のディスクパッシブ型のディスク  アレイアレイアレイアレイ

この種類のディ スク  アレイでは、ディ スク  デバイスへの複数パスの 1つをプライマ リ  パ
ス と して指定し、 その他をセカンダ リ  パス と指定します。 ディ スクへのアクセスは、 プ
ライマ リ  パスを通して有効になり ます。 パスに障害が発生する と、 セカンダ リ  パスの 1
つがディ スク  デバイスへの新しいプライマ リ  パスとな り ます。 これは自動的に、 または
管理者によって実行されます。 セカンダ リ  パスからのディ スク  デバイスへのアクセスは
無効にしておかないと、 システムのパフォーマンスが著し く低下するこ とにな り ます。

D = データ  ス ト ラ イプ ユニッ ト
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マルチパス対応のディ スク  アレイ
この種類のディ スク  アレイでは、ディ スク  デバイスは、ディ スク  アレイそのものの冗長
性のあるハード ウェア構成要素のどれか 1つに結合されます。そのよ うな構成要素の例と
して、 入出力バス、 入出力コン ト ローラ、 キャ ッシュおよびアクセス  ポートがあ り ます。
そのため、 このディ スクはポートによって所有される といわれ、そのポート経由の入出力
パスはアクティブ パスにな り ます。

ディ スク  アレイの中には、 パス自動切替モードを備えている ものがあ り ます。 このモー
ドでは、 あるパスを通じて入出力が実行される と、 そのパスが自動的にプライマ リ  パス
と して設定されます。 プラ イマ リ  パスの切替は負荷がかかる処理です。 同一のホス ト ま
たは別のホス トによって、ディ スクにアクセスするためにパスが代わる代わる切り替えら
れた場合、 ディ スク  アレイのパフォーマンスが著し く低下します。

アクテ ィブアクテ ィブアクテ ィブアクテ ィブ / アクテ ィブ型のディスクアクテ ィブ型のディスクアクテ ィブ型のディスクアクテ ィブ型のディスク  アレイアレイアレイアレイ

この種類のディ スク  アレイを使用する と、 パフォーマンスを低下させる こ とな く、 使用
可能なすべてのパスを通して、ディ スク  デバイスにいつでも同時にアクセスできます。し
たがって、 障害を起しているパス以外のすべてのパスは常にアクティブになり ます。
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